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平成17年度　入学式を挙行

平成17年度　学部・大学院入学式が4月7日（木）に桂青館にて挙行されました。本
年度の入学者は大学院博士後期課程2名、修士課程31名（生物薬学専攻13名、臨床薬
学専攻18名）、学部229名でした。入学式では、大和田学長の告辞があり、最後に新
入生代表の�尾美里さんが本学での勉学の決意を述べました。以下に、学長の告辞を掲
載します。

「医療人たる薬剤師」を目指して
北海道薬科大学長　大和田　榮治

薬学部医療薬学科229名、大学院薬学研究科修士
課程31名、および博士後期課程2名の入学生の諸君、
入学おめでとうございます。
記録破りの大雪の名残をとどめるこの桂岡の地に

も、春の息吹が感じられる今日の良き日に諸君を迎え、
本学の設置母体である学校法人北海道尚志学園の有江
理事長をはじめとする役員の方々や、学園設置の北海
道工業大学、北海道自動車短期大学の各学長、北海道
尚志学園高等学校、北海道総合電子専門学校、北海道
自動車学校の各校長、ならびに本学名誉教授、本学同
窓会々長のご列席をいただき、ご家族ともども諸君の
入学を祝福できますことは、本学教職員一同、大変喜
ばしく思っております。
学部入学の諸君は、各種推薦入試、社会人入試、一

般入試、センター入試など多様な入学試験を受験した
延べ1,474名の志願者の中から、3.42倍の平均競争
率をクリアしての入学ですから、その喜びも一入のこ
とでしょう。本当に良く頑張りましたね。しかし、諸
君の本日の栄冠の陰には、諸君を温かく見守り、励ま
してくださった先生達やご家族がいたことも忘れない
でください。
さて、学部入学の諸君は今日から薬学生として、期

待と一抹の不安を抱きながらも、薬剤師になるための
勉強をスタートします。すでにご承知のように、平成
18年度から薬剤師養成を目的とした薬学部の修業年
限は6年となることが定められています。つまり、諸
君は4年制薬学部の教育を受け、薬剤師国家試験を受

験できる最後の入学生です。考えようによっては、6
年かかる受験資格が4年間で取得できるのですから、
とても得した様な気もします。しかし、本当にそうで
しょうか。諸君がこれから順調に進級し卒業したとし
て、その後には6年間の薬剤師養成教育を受けた卒業
生が続きます。6年制は「質の高い薬剤師を養成する」
ための教育年限延長にほかなりません。これから薬剤
師を目指す諸君にとって、これからの本学における勉
強は、失敗が許されない厳しいものになります。入学
の喜びにひたっている諸君をすっかり脅かしてしまい
申し訳ありません。しかし、現実を正しく把握しない
で、浮ついたムードでスタートしてしまうと痛い目を
見るのは諸君ですから、あえて申し上げました。

新入生に“医療人たる薬剤師”について語る学長
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諸君は、これから本学において、「医療人たる薬剤
師」になるための教育を受けます。それでは「医療人
たる薬剤師」とは何でしょう。医療人としての薬剤師
に求められるのは「科学すなわちサイエンス」と「技
術すなわちアート」と「人間性すなわちヒューマニテ
ィー」の三つです。これらが融合した薬物療法の専門
家、すなわちプロフェッショナルが薬剤師であります。
薬剤師はこのような能力にもとづき医師を初めとする
医療チームの中で、処方せん監査、調剤、患者服薬指
導、医師の処方設計に対するアドバイスなどのいわゆ
るファーマシューティカルケアを実践することによ
り、患者のQOLを改善するのです。本学のこのよう
な教育理念および教育目標は、学内の主要な場所にも
掲示してありますので、しっかりと読んで理解してく
ださい。本学には、この教育理念と目標を達成するた
めのカリキュラムを用意しています。本学のカリキュ
ラムに従い、ステップバイステップで真面目に勉学に
励めば、4年次卒業時には、国家試験をクリアし、さ
らには医療の現場においても対応可能な実践力が身に
つくはずです。
ただし、勉学を進めるにあたり、若干の心の切り替

えも必要です。「知識だけでは人は動かない。知識に
知恵がつくと動き始める」と言った人がいます。一生
懸命勉強し薬剤師として薬物療法の知識を沢山蓄積し
ても、状況に応じて問題を解決するための方法、すな
わち知恵が伴わないと何の役にも立ちません。要は、
これまでの暗記中心の勉強ではいけないということで
す。本学のカリキュラムには、与えられた課題や症例
の中から、学生が自から問題を発掘し、調査、検討、
発表などの過程を経て学ぶ方法、すなわち知恵をつけ
るプログラムが多くとり入れられています。これまで
の受動的学習の殻を破り、こうした能動的学習法に慣
れ親しんでください。
さらに人はいいます。「知識に知恵がつくと動き始

めるが、知恵に情をつけるとさらに動く」と。医療の
現場では薬剤師は病に苦しむ患者に対し、医師、看護
師などの他の医療職と協力しながら患者ケアを行わな
ければなりません。そのためには、医療人としての心
がまえ、すなわち患者の苦しみをやわらげることを喜
びとする愛と奉仕の精神、さらには医療従事者として
の職能倫理が要求されます。また、知恵を働かすには、
患者や他の医療職とのコミュニケーションスキルも重
要となります。こうした情にかかわることは授業の中
からだけでは得られません。むしろ、諸君が本学にお
いて過ごす日常の生活の中から積極的に身につけるべ
きものでしょう。そうした意味で、本学においては禁

煙の奨励、挨拶の励行など薬剤師としての態度教育を
実施しています。どうかその意義を理解して率先して
実行してください。
大学院に進学した諸君はもう薬剤師です。生物薬学

専攻で薬学研究を行うにあたっても、臨床薬学専攻で
臨床薬剤師の研修を行うにしても、「知識だけでは人
は動かない。知識に知恵がつくと動き始め、知恵に情
をつけるとさらに動く」をモットーとして積極的に課
題研究や実務研修に励んでください。その結果として、
有能な薬学研究者や高度専門薬剤師への道が拓けると
思います。
最後にすべての入学生の諸君に、「ローマは一日に

して成らず」の格言をあげ、一歩、一歩、「医療人た
る薬剤師」を目指し、本日からスタートを切っていた
だくことを強く願い告辞とします。

新入生代表　�尾美里さんの決意表明



4月5日、本学臨床講義棟（C－棟）に関する確認申
請が小樽市に認可され、「桂」92号で予告しましたよ
うに、いよいよ新校舎工事が始まりました。4月13
日に実施された「地鎮祭」では、有江理事長が「エイ
ッ、エイッ」の掛け声も勇ましく「鍬入れ」され、工
事の無事を祈願しました。地上4階、地下1階（実際
は地下2階に機械室がある）の校舎は、学生駐車場を
入った奥のテニスコートの傍に建ちます。交通規制や
クラブハウスの移転等、学生・教職員の皆様にはご迷
惑をお掛けすることも多々あります。素晴らしい校舎
ができるのを心待ちにして、どうか、1年間のご理解
とご協力をお願いいたします。
さて、前回お約束しましたように、新校舎の内容を

少しお知らせします。図に示すのは、2階平面図です。
図書館玄関前のバス通路と同じレベルのこの階には、
エントランスがあり、エントランスホールを経て左奥
に144名収容の講義室があります。同様の講義室が
各階にあり、全てLAN対応になります。講義室へ向
かう途中にトイレがあり、身障者用トイレを備えてい
ます。また女子トイレにはパウダーコーナーを設置し
ます。このコーナーは女子学生の話を聞いた建築委員
からの提案で実現しました。洗面ボウルはなくても、
化粧ポーチを置くちょっとしたカウンターと大きな鏡
があれば、昼休み等込み合う時に役立つようです。エ
ントランスホールを右に行きますと、総ガラス張りの
学生テラスです。ここは自習コーナーでもありますが、
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臨床講義棟（C－棟）―第2報
新校舎建築委員会

雄大な石狩湾が眺望できます。さらに進むと、前回
CGで公開しました螺旋階段のある吹き抜けに出ま
す。ここをおりれば1階学生テラスです。エントラン
スホールを右に曲がったすぐ右手に新校舎の目玉とも
いうべき「模擬薬局」があります。すぐにでも薬局が
開けるような施設です。大きなガラス扉を入ってすぐ
左手にソファがあり、正面には6人の（模擬）患者さん
に対応できる相談カウンターがあります。カウンター
のうしろに電話・パソコンを備えた疑義照会デスクが
あり、その奥が調剤室になります。反時計回りに「液
剤」→「散剤」→「錠剤」と調剤し、最後に「監査」
を経て「お薬」をカウンターで患者に渡すという配置
になる予定です。調剤室の奥には広いカンファレンス
ルームがあります。左右の壁側にはLAN対応のカウ
ンターが備えられ、実習後のカンファレンス、DI実
習、机や椅子を片付けて開局薬局の備品をセットすれ
ば、OTC実習にも使用できます。カンファレンスル
ームの左手にはDI資料室を備え、模擬薬局での実習
のみならず、1階での「製剤実習」「注射剤配合実習」
の学生も他の実習の妨げにならないでこの資料室にア
クセスできるようになっています。
建築委員会は、この実習室が通年で使用されるよう

に多目的使用を意図しました。完成の折には学生実習
以外にも、本学卒後研修や実務実習にご協力くださる
病院薬局や開局薬局の新人研修などにもお使い頂けた
ら、と思っております。

臨床講義棟の2階平面図
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新しい教職員の皆さん
4月1日付けで、新しく教職員になった皆さんをご

紹介します。
●採用
教員
高橋　和彦 教授
所属：基礎教育部：生物学分野
前職：北海道大学薬学部

職員
総 務 課 主 事　西谷　　強
教 務 課 主 事　一戸　貴行
入試広報課主事　石黒　祐介
●転入
事務局長心得　竹井　壽彦（工大、教務課長より）
入試広報課長　奥野　俊一（工大、企画課長より）

昇格おめでとうございます
4月1日の人事異動による教員の昇格は以下のとお

りです。
●昇格
助教授　金田　　繁（基礎薬学系：薬理学分野）
助教授　丹保　好子（基礎薬学系：生命科学分野）
講　師　小林　弘幸（基礎教育部：化学分野）
講　師　高梨　香織（基礎教育部：化学分野）
講　師　村岡　早苗（基礎教育部：生物学分野）

職名変更のお知らせ
4月1日付の人事異動による職員の職名変更をお知

らせします。
●職名変更
入試広報係長　渡部　圭一

（入試係長から入試広報係長へ）

退職、転出された教職員
3月31日付の人事異動による教職員の退職、転出

は以下のとおりです。
●退職
教員
川原　徳夫　教　授（基礎薬学系：医薬化学分野）
鹿野　美弘　教　授（基礎薬学系：薬理学分野）
澤田　　稔　助教授（基礎薬学系：生命科学分野）
牧野　利明　講　師（基礎薬学系：薬理学分野）

平成17年度校務担当が決まる
校務および役職の一部が変更になりました。法人

発令のみを掲載します。

学長補佐：植松孝悦
医療薬学科長：市原和夫
基礎教育部長：中野善明
医療薬学科　基礎薬学系主任
（大学院生物薬学専攻長兼任）：坂東英雄
医療薬学科　臨床薬学系主任
（大学院臨床薬学専攻長兼任）：渡辺泰裕
大学院運営部：
市原和夫（部長）、坂東英雄（主任）、渡辺泰裕（主任）、
郡　修徳（主任）、大村市蔵（主任：総務課長）、谷口
勇司（主任：教務課長）、上山俊夫（主任：学生課長）、
奥野俊一（主任：入試広報課長）
教務部：
佐藤重一（部長）、森本一洋（主任）、佐藤久美（主任）、
岡�光洋（主任）、谷口勇司（主任：教務課長）
学生部：
中野善明（部長）、桜井光一（主任）、早川　達（主任）、
山田惠（主任）、上山俊夫（主任：学生課長）
就職部：
坂東英雄（部長）、遠藤賢裕（主任）、吉岡忠夫（主任）、
渡辺一弘（主任）、上山俊夫（主任：学生課長）
入試部：
星　勝治（部長）、渡辺泰裕（主任）、黒澤菜穂子（主任）、
神　久聡（主任）、奥野俊一（主任：入試広報課長）
広報部：
渡辺泰裕（部長）、櫻井秀彦（主任）、奥野俊一（主
任：入試広報課長）
図書館長：市原和夫
薬用植物園：坂東英雄（園長）、山下　浩（主任）
実験動物センター：
市原和夫（センター長）、金田　繁（主任）
RIセンター：早瀬幸俊（センター長）、伊藤慎二（主任）
中央機器センター：
長澤一男（センター長）、和田浩二（主任）
情報教育センター：渡辺泰裕（センター長）
薬学教育センター：坂東英雄（センター長）

名古屋市立大学薬学部へ転出
●転出
事 務 局 長　杉田　光博（工大　事務局長へ）
総務課主事　金田　昌幸（短大、総務課電算係へ）
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留　学　奮　闘　記
―米国でソーシャルワーカーを目指して―

勝俣　麻由子（本学　14期生）

薬剤師国家試験に合格後、病院、ドラッグストア、
調剤薬局での薬剤師を経て、1998年9月、アメリカ
合衆国北東部にある、ミシガン州のAnn Arborとい
う街に留学しました。薬学の世界を離れ、ソーシャル
ワークという、新しい分野を勉強したいと思ったから
です。
薬剤師として働いている時、多くの患者さんが抱え

る人間関係、家庭、職場、社会での問題が、彼らのス
トレスの原因となり、そのストレスが彼らの病気の原
因の一端となっている事を知りました。また、多くの
老齢患者さんが、一人または老夫婦だけで暮らしてい
るという事実を知り、一人で始めた地域のご老人たち
へのボランティアを通して、自分の知識の限界を知り、
何か彼らの抱える問題を解決する方法はないものかと
思ったのが、ソーシャルワークを勉強しようと思った
きっかけでした。
渡米前、アメリカへ行けば英語も話せ、難なく大学

院へ入学できると信じていました。しかし、そんな甘
い考えも、空港での入国審査官の英語が分からず、打
ち砕かれました。最初に入った現地語学学校で、学術
論文の書き方、プレゼンテーションの仕方を学び、授
業時のヒヤリング、グループディスカッションなどを
しても、一向に英語は上達しませんでした。英語と異
なる母国語をもつ国の多いアジア諸国の中でも、日本
人の英語力の低さは、歴然でした。韓国、中国をはじ
め多くのアジアの国々では、大学レベルの教育におい
て教科書は全て原書のまま使われるという事実を知
り、今まで自分が日本という小さな国の中で、ぬるま
湯に浸かっていた事への焦りを感じました。
2000年9月、大学入学の準備をするために、com-

munity college（日本の短期大学の様なもの）へ編入し
ました。そこで約一年、大学で必要な単位をできるだ
け取得し、2001年1月、Easter Michigan University
へ入学しました。最初の1年は、基礎知識の授業や実
技の訓練を受け、2年目からは、授業の一環として、
週16時間のインターンを行いました。ソーシャルワ
ークのなかで、更に自分の専門とする分野を絞らなく
てはならず、私は“Gerontology”（老人学）を専攻す
る事に決めました。配属となったインターン先は、
The University of Michigan Turner Geriatric

Centerに属する、全米でも数少ない、認知症の方達
専門のDay Careでした。その経験によって、認知症
に関るさまざまな問題に興味をもち、大学が企画する
Honor's Programに参加し、認知症の研究を卒業論
文のテーマに決めました。約1年間、認知症患者をも
つ家族の介護の実態と、アメリカの法律における認知
症患者とその介護者へのサポートの現状を調べまし
た。また同時に、認知症の方達に、直接インタビュー
をさせて頂き、最終的に、5人の方のLife Historyを
書かせていただきました。多くの教授たちの助けを借
りて、無事卒業論文を学校へ収める事ができました。
2003年4月、Bachelor of Social Workを取得し、
卒業しました。
2003年 9月、The University of Michiganの

School of Social Workに、Master of Social Work
取得のため入学しました。入学2日目から、授業と並
行して、インターンが始まりました。入学前の夏から、
面接等を受け、予め決まっていたのは、以前から興味
のあった、ホスピスでの仕事でした。
アメリカでは、医師によって、治療方法がなく、残

り6か月の命と宣告された人々の、一つの選択として、
ホスピスというプログラムが用意されています。多く
の患者さんが、住み慣れた自分の家で、家族に囲まれ
て旅立つ事を望み、また多くの家族も自らの手で、介
護をし、最後を看取りたいと望みます。その患者さん
と、ご家族の時間を、できるだけ大切に、意味のある

仲良しのZoeと徹夜あけの卒業式
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ものにするお手伝いをするのが、ホスピスのスタッフ
の役目でした。またホスピススタッフは、一人の患者
さんに対して、医師を筆頭にチームを作り、介護に当
たります。一週間に一度行われるチームミーティング
で、細かい介護方針の調節が行われます。
チームの中でのソーシャルワーカーの役目は、医師

から依頼を受けた患者さんとそのご家族への、ホスピ
スプログラムについての説明、ホスピスの利用を決め
た患者さんの書類の作成、患者さんの死の準備へのお
手伝い、家族と患者さんへの経済的、精神的サポート、
チームのメンバーへの指導等です。学生も、プロとし
て扱われ、チームから厳しい要求もされます。言葉の
壁、歴史の中での日本とアメリカの問題、人種差別を
乗り越えて患者さんとそのご家族との信頼関係を築く
ことは、本当に大変なものでした。また、人生の最後
に訪れる死というものに、共に立ち向かう事は私自身
との心の戦いでもありました。
このインターンを通して、克服しなければならない

問題は多いが、日本にも在宅ホスピスのシステムを導

卒業祝いのパーティー
先輩・教授・後輩・友人たちと

卒業式光景

入できたらと思っています。2004年12月、Master
of Social Workを取得し、ミシガン大学を卒業しま
した。
アメリカでの生活で得た大切なものの中で、かけが

いのないものは、多くの恩師と友人たちです。彼らの
助けなくして、私の留学を無事終える事はできなかっ
たと思います。老人学の専門を離れ、自閉症児へのセ
ラピー、家族カウンセリング、夫婦カウンセリング、
女性問題、家庭内暴力、同性愛の問題とカウンセリン
グ等を勉強できたのも、型にはめる事をしないアメリ
カの教育方針と、良い指導者との出会いのお陰だと思
っています。そして、アパートが全焼して焼け出され
た時、怪我をして手術をした時、爆弾テロ事件の時、
他国で、私がこれらの大変な時間を乗り越えられたの
も、彼らの精神的、経済的支えがあったからです。ま
た、休暇を利用して、友人たちと行った、バックパッ
クの旅は、良い思い出となりました。
最後に、私の6年間に及ぶ留学の奮闘振りを見守り、
応援してくださった、大和田学長に、心からお礼を申
し上げたいと思います。
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FD講演会を開催
3月 4日（金）、および 4月

14日（木）に、FD活動の一貫
として特別講演会が開催され
ました。
3月4日は、米国アリゾナ大

学薬学部准教授のMichael Katz
博士が「Teaching Students to
Become Pharmacists」と題した
講演を行い、日本の薬学 6年
制教育を展望し、さらに薬剤

師養成教育に必要な教育法について述べられました。
講演後は、本学会議室で糖尿病症例を基にして、少人
数によるPBL（Problem Based Learning）教育の実
際をワークショップ形式にて実践しました。このワー
クショップには、本学と北海道医療大学の臨床教員、
および北海道大学病院、札幌社会保険総合病院、手稲
渓仁会病院の薬剤師、計12名が参加しました。
4月14日は、函館工業高等専門学校の中村均学生

課長により「教育改善を考える」と題した講演が行われ
ました。講演の中で中村先生は、ご自身の経験した具
体的な事例に基づいた教育改善法を示されました。

臨床講義棟の地鎮祭が執り行われる
臨床講義棟の新築工事地鎮祭が、4月13日（水）に

厳かに行われました。有江理事長を始めとした来賓を
含む学内外関係者にご参列頂き、工事の無事が祈られ
ました。なお、新校舎完成は、平成18年3月末を予
定しています。

ワークショップでのリードを務めるKatz先生（写真上）と参加
した本学早勢助教授（写真下）

工事の無事を祈る

講演中の中村先生

平成１７年度　科学研究費補助金
文部科学省および日本学術振興会から、平成17年

度の科学研究費補助金交付の内定が通知されました。
内定者は以下のとおりです。

〔萌芽研究〕 高橋和彦（継続）
〔基盤研究C〕 森本一洋（継続）

三浦俊明（継続）
櫻井秀彦（継続）
佐藤久美（継続）

〔若手研究B〕 岡�光洋（継続）
今井幹典（新規）

薬剤師教育研修会を開催
第74回北海道薬科大学薬剤師教育研修会が、5月

13日（金）に札幌市教育文化会館にて行われ、本学薬
物治療学分野の早勢伸正助教授による講演がありまし
た。演題は「溶出試験からみた後発医薬品の問題点」
でした。講演の中で早勢助教授は、「後発医薬品の中
には溶出性に問題があるものが存在するが、薬剤師の
視点で取捨選択し、利用していくことが重要である」
ことを強調しました。
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学部奨学生・大学院研究奨励生
平成17年度の学部奨学生および大学院研究奨励生

が決定し、4月21日（木）に証書授与式が行われまし
た。
学部は、前年度に優秀な成績を修めた2～4年生が

対象で、奨学金12万円が授与されました（1年生の奨
学生は、前期成績が対象となるため、後期に授与され
ます）。また大学院は、修士課程研究奨励生に15万円、
博士後期課程研究奨励生に45万円が授与されました。
学部奨学生、大学院研究奨励生は以下のとおりです。

学部奨学生
2年：吉田訓子、清水智子、田島宏恵、佐々木雅志、

桑島寛幸、柴田倫人、元茂拓法、徳留章、牛田
磨理、鈴木宏和

3年：鳥居真希、向祐志、金子圭太、黒川友里亜、宮
城小夜、梅坪翔太、菅井陽介、直江可奈子、長
瀬多加洋、大井菜美子

4年：池田　礼、日下部鮎子、勝田未来、鎌田恵子、
梅野理美、外勢美由紀、佐々木直実、飯田裕美、
伊佐治麻里子、友成真理

大学院研究奨励生
修士1年：
（生物薬学専攻）高田直弥、吉見裕幸、都築仁美
（臨床薬学専攻）羽田大志、山脇充善、尾�尚子
修士2年：
（生物薬学専攻）�栗　郷、�澤亮輔、福地理恵
（臨床薬学専攻）新留奈緒美、岩政かおり、小中雅子
博士1年：
（生物薬学専攻）馬場暁子

新入生歓迎会を開催
4月16日（土）、本学体育館にて新入生歓迎会が行

われました。新入生、在校生、教職員の約300人が、
軽食が用意されたテーブルを囲む立食形式で親睦を図
りました。早川学生部主任の乾杯の音頭で始まり、ク
ラブ紹介、軽音ライブ、ビンゴゲームが行われ、約3
時間におよぶ歓迎会が盛況なうちに終了しました。

SDA総会を開催
4月22日（金）に平成17年度SDA（安全運転者の会）
総会および交通安全運転講習会が開催されました。総
会は現SDA会長 林覚君（学部4年）の司会で進められ、
新会長に渡瀬哲也君（学部2年）が出席者の満場一致で
選出されました。総会では、平成16年度決算と平成
17年度予算が承認され、その後「セーフティーラリ
ー北海道2005」参加申込案内が行われました。引き
続いて行われた交通安全運転講習会では、早川学生部
主任が、北海道における交通事故の現状を説明し、交
通事故防止とマナーの向上が促されました。
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平成16年度 学位記授与式・
卒業祝賀パーティー

平成16年度の大学院ならびに学部学位記授与式が
3月16日（水）に札幌ガーデンパレスにおいて挙行さ
れました。大学院修了者は、博士課程1名、修士課程
29名（生物薬学専攻16名、臨床薬学専攻13名）で、
学部卒業生は187名でした。
学位記授与式では、修了生、卒業生全員が壇上にて学
長より学位記を受け取った後、全員で薬剤師としての
自覚と活躍を宣誓しました。宣誓文は次のとおりです。

海外留学
●加納誠一朗助手（基礎薬学系：薬理学分野）は、アメ
リカWeill Medical College of Cornell University
のRoberto Levi教授のもとに留学しました。留学
期間は平成17年3月1日から平成18年2月28日
の予定です。
●関　俊暢助教授（基礎薬学系：薬剤学分野）は、スイ
スETH ZürichのHans P. Merkle教授のもとに留
学しました。留学期間は平成17年4月5日から平
成18年3月22日の予定です。
●猪爪信夫教授（臨床薬学系：薬物治療学分野）は、ス
ウェーデンKarolinska Institutetへの約1年間の留
学を終え帰国しました。

私達は、これから社会へ巣立つ薬剤師として、次のことを
誓います。
●私たちは、高い倫理観と豊かな知識を持ち、社会から
信頼される職能人となることを誓います。
●私たちは、地域社会の人々の健康と福祉の向上に最善
を尽くします。
●私たちは、生涯にわたり研鑽を重ね、職能の発展と後進
の育成に努めます。

授与式終了後同ホテル内にて、ご来賓、教職員、卒
業生およびご父母が参加し、祝賀パーティーが開催さ
れました。薬剤師国家試験の直後であったためか、喜
びの中に緊張も感じられる会場で、大和田榮治学長、
棚橋則夫桂青会委員長の挨拶の後、竹内伸仁同窓会会
長の乾杯の音頭でパーティーが始まりました。

▲参列する卒業生

▲弦楽四重奏による
学歌演奏

卒業生による
宣誓

▲
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第90回薬剤師国家試験の結果が、4月6日（水）に
厚生労働省より発表されました。本学の合格率は
89.62％で、大学別では46校中第13位でした。本学
出身者および全受験者の合格状況は右表のとおりです。

第90回　薬剤師国家試験結果

平成18年度　入学試験要項

受験者数

合格者数

合 格 率

212名

190名

89.62％

11,590名

9,781名

84.39％

本学出身者 全受験者

基礎学力判定試験 

数学（数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学B（数列・ベクトル）） 

外国語（英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング） 

理科（化学Ⅰ、化学Ⅱ） 

面接 

面接 

面接 

大学入試センター試験科目 

数学（数学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ・数学Bの2科目） 

外国語（英語） 
　※リスニングテストは含まない。 

理科（物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰのうち1科目） 
　※理科について、2科目以上を受験した場合は、 
　　高得点の科目を合否判定に使用 

数学（数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学B（数列・ベクトル）） 

外国語（英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング） 

理科（化学Ⅰ、化学Ⅱ） 
　※各科目60分 

小論文、面接 

適性検査、面接 

入学定員・募集人員 

試験日程・試験科目 

学部・学科 

薬学部 *薬学科 

入学定員 

210人 

募　　集　　人　　員 

推　薦　入　試 
 地域指定 指 定 校 系 列 校 同窓生子女 

一般入試 
センター試験 
利用入試 

社会人入試 

25人 50人 20人 10人 80人 15人 10人 

＊修業年限は6年、学科名等は予定です。 
 

社 会 人 入 試 

推薦 
入試 

一　般　入　試 

大　学　入　試 
センター試験 
利　用　入　試 

系　列　校 

同窓生子女 

地 域 指 定 

指　定　校 

試　験　日 

平成17年11月19日（土） 

平成17年11月19日（土） 

平成17年11月19日（土） 

平成17年11月19日（土） 

平成17年11月20日（日） 

平成18年2月1日（水） 

※個別学力試験は 
　行いません 

試　験　科　目 試 験 地 

本　学 

本　学 

本　学 

盛　岡 

東　京 

大　阪 
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本学の教育理念・教育目標
本学の教育理念・教育目標が決定し、大学内の主要な場所、事務局、全教員の研究室内に

掲げられています。6年制を間近に控え、本学はこの理念と目標のもとに薬剤師養成教育を
実践することになります。以下に教育理念・教育目標を掲載します。



臨床講義棟（C-棟）／留学報告
研究紹介／助成金の交付／平成17年度 研究奨励費の配分
海外研修報告／前期授業アンケート結果
第75回薬剤師教育研修会終了／第76回薬剤師教育研修会予告
平成16年度 学部卒業生の就職状況／オープンキャンパス／北薬特別講演会
大学院修士課程推薦入学試験結果／父母懇談会開催予定
第30回北薬祭開催／ボランティア美化活動
体育大会開催／就職相談会／情報教育センターから／トイレ改修
第22回物理教育研究大会／平成18年度 入学試験要項
平成17年度 行事予定

－ ：第30回記念「北薬祭」
：町内の清掃活動
：オープンキャンパスでの学内ツアー5

4
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本学臨床講義棟（C-棟）工事は，土台となる杭打ち
がほぼ終了し，いよいよ地下2階（機械室），地下1階
（LAN対応演習室，ロッカールーム等）の型枠工事が
始まって建築構造物としての威容を現してきました。
「桂」92号でC-棟の全体像，93号で吹き抜けスペー
スの螺旋階段を含む学生テラスおよび「模擬薬局」を
ご紹介してきました。今回は，C-棟最上階にあたる4
階部分の説明をしましょう。
階段を上がって4階フロアに立ち左手に行くと，1

階から4階までの4層からなる4つの講義室のひとつ
に到達し，この講義室も他の3つと同様に144名収容
できるLAN対応の部屋になっています。階段を上が
ったところから逆に右手を見ると，広い廊下が真っす
ぐのびています。廊下を進んで行くと「臨床薬学教育
センター」と名付けられるスペースになり，他のスペ
ースとは独立性が保たれるような設計になっていま
す。廊下の右側には教員室が並び，その奥には大きめ
の部屋があって，内部には勉強机とロッカーが一つに
なった40名分のプライベートブースが並んでいます。
もちろん各ブースには照明器具，LAN設備が施され
ています。ロッカーを机と一緒にすることで，隣のブ
ースと少しでも距離をとって各ブースの独立性を高め
ています。廊下の左側は，壁全体が総ガラス張りで，
石狩湾を一望できます。最上階ですから，その見晴ら
したるや想像を絶するものがある，と想像します。そ
の一部にはルーフバルコニーと談話室を備えていま
す。ここは，C-棟の中でも一等地かもしれません。
もう，お気づきと思いますが，この「臨床薬学教育セ

北海道薬科大学臨床講義棟（C－棟）―第3報
新校舎建築委員会

ンター」は，勉強の方法が少し遠回りだったため卒業
時期が延びてしまった学生が，薬学教育センター所属
の教員によるマンツーマンの指導を受けながらじっく
りと勉強できる最適の環境となっています。教員室の
前の廊下をさらに広げて，机と椅子を置くスペースを
確保し，個人ブースの外でも学生の質問にいつでも答
えられるようにしてあります。勉強に疲れると，しば
し石狩湾を眺めていると必ず癒されるはずです。海に
面した談話室は時に，学生の悩みに対して教員が親身
になって相談に乗ることができる「相談室」にもなり
ます。
いろいろな意見もありましたが，最終的にC-棟の

中で最良の場所を「臨床薬学教育センター」として学
生に提供することになりました。ただ，快適な場所だ
からといってここに長居をすることは避けていただき
たいと願っています。

建築中の臨床講義棟4階の臨床薬学教育センター部分
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ノーベル医学・生理学賞の選考機関として知られて
いるスウェーデン王国ストックホルム市のカロリンス
カ研究所は北欧最大の医学研究機関である。お世話に
なったAnders Rane教授と秋頃に連絡が取れず困っ
たが，その時期には医学・生理学賞選考のための会議
があり，会議の開催を含めて極秘に選考が進められる
ためであることが後に分かった。臨床薬理部門の責任
者であるRane教授との相談により，私の研究テーマ
はステロイド代謝の薬理遺伝学的研究となった。研究
は順調に進みテストステロンとエピテストステロンの
尿中排泄に人種差があり，ドーピング検査の公正さを
保証するには人種差を考慮した措置が必要であるとの
成果を得ることができた。研究成果をコールドスプリ
ングハーバー研究所（CSHL）にて発表することとな
った。CSHLでは付属の宿泊施設に合宿状態となり非
常に密度の濃い3日間に渡る薬理遺伝学についてのみ
の研究会に参加することができた。この研究所は至る
所に2重らせんオブジェや模様が施されておりこの分
野の研究の中心地であることを認識した。この研究結
果の詳細は世界アンチドーピング機構に報告されるた
め，2008年の北京オリンピックではドーピング検査
方法が変更されるだろうとのことである。現在，私を
含めたボランティアを用いて詳細な人種差の検討が進
んでいる。

次に，ヒト肝ミクロソームを用い，ステロイド関連
物質前駆体であるアラキドン酸の代謝に対する薬物の
影響について代謝酵素多型を示標として研究すること

カロリンスカ研究所留学報告
薬物治療学研究室　教授　猪爪信夫

となった。アラキドン酸代謝物は，1477年創立の北
欧最古の大学であるウプサラ大学薬学部のLC-MS-
MSを用いて測定する。研究の結果，アラキドン酸は
一部の薬物により強力に代謝が阻害されることを見出
した。アラキドン酸からは循環動態に影響する多くの
物質が生合成されるため，このような薬物を服用する
と心筋梗塞など心血管系イベント発症に影響する可能
性があり，代謝酵素多型を含めたさらなる検討が必要
である。残念ながら結論が出る前に帰国するが，その
後も共同で研究することとなった。
スウェーデンでの慢性疾患処方せんは1年間有効で

あり複数回使用することができる。1回に最長3か月
分の薬が国内のどの薬局でも交付され，薬局では薬を
渡したことを記して処方せんを患者に返すこととな
る。同時に共通のコンピュータシステムに登録される
ため2重に処方されることはない。風邪薬などは1回
のみ有効な処方せんが交付される。処方せんには2種
類までの医薬品を記載できる。それ以上の医薬品が必
要な場合には新たな処方せんに記載する。小児と麻薬
については，別の処方せんで管理されている。
カロリンスカ病院の薬剤部で見学した際に案内して

くれた薬剤師は2000年までスウェーデン唯一の薬学
部であったウプサラ大学薬学部を卒業し，3年間の
hospital pharmacy specialist課程を修了した。通常
は，薬学部を卒業するとすぐに4年間のPhD課程に
進むことができる。スウェーデンの医薬品担当職とし
ては，5年教育課程のpharmacistと3年教育課程の
prescriptionerがある。薬局では，pharmacistの監
督の下にprescriptionerが仕事をしている。
カロリンスカ病院にはスウェーデンでただひとりの

clinical pharmacy教育担当の職員が勤務し，臨床薬
剤師実習が始まった。薬学部5年生を年間に10名受
け入れ，ひとり当たり2週間の臨床薬学実習を提供し
ている。
スウェーデン人研究者はもとより世界中から集まっ

た多くの研究者と交流し，帰国後も連絡を取り合える
ことは今回の留学での最大の成果の1つである。図1．東洋人のT/E比は西洋人に比較して有意に低い群が多く，

ドーピングとしてステロイドを使用しても査察対象とな
る6を超えるT/E比とならない場合が考えられる。
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セレン（Se）は必須微量元素で
あり，ヒトにおける欠乏例とし
て心筋症を主な症状とする克山
病（中国克山地方の風土病。こ
の地域の土地や水のセレン含量
が少なく，食糧を自給自足して
いるため発症）が知られている。
地域住民への亜セレン酸ナトリ

ウムの投与により，現在では発症率が激減している。
また，各国におけるセレン摂取量の相違に依存して血
中Se濃度が異なるが，血中セレン濃度が低い国では
大腸癌，乳癌や冠状動脈系疾患の発症率の高いことが
報告されている。土壌中のセレン含量が低い北欧では，
農作物の肥料に亜セレン酸ナトリウムを加えることが
推奨され，その結果，癌や心臓疾患による死亡率が低
下した。このため，米国を始めとする諸外国では，抗
癌や抗老化作用を期待してセレンがサプリメントとし
て広く摂取されている。このような背景から，日本で
も厚労省が「第6次改訂日本人の栄養所要量」（2000
年）でセレンの所要量（45-60�/day）を追加認定し
た。現在，コンビニや薬局などで市販されているサプ
リメントのうち，「亜鉛」「マルチミネラル」と表示さ
れている商品にはセレンが含まれている。「セレン」
単独で市販されていないのは不思議ではあるが……。
このようにセレンの有用性は明らかと考えられている
が，そのしくみは必ずしも明らかにはされていないの
が現状である。
私たちのからだの中で，セレンは主にシステインの

イオウがセレンに置き換わったアミノ酸，セレノシス
テイン（Sec）の形でタンパク質中に存在しており，
Secを含有するタンパク質はセレノプロテインと総称
されている。現在知られている25種のセレノプロテイ
ンのうち，はたらきの明らかなものは全てSecを酵素
の活性部位とするアンチオキシダント（過酸化水素や過
酸化脂質を還元して無毒化する）酵素や細胞内の酸化
還元を制御する酵素である。本稿では，このうちグル
タチオンペルオキシダーゼ（GPx）に注目し，私たちの
これまでの研究成果を中心にGPxのはたらきや生理的
意義について述べたい。また，最近明らかになった動
脈硬化症，神経変性疾患との関連についても触れたい。
GPxは，グルタチオン存在下に過酸化水素や過酸

化脂質などの活性酸素種を還元・無毒化する酵素であ

活性酸素を消去するセレン含有酵素のはたらき
生物学分野　教授　高橋　和彦

り，先に述べたように活性部位に必須微量元素セレン
をセレノシステイン（Sec）の形で含んでいる。筆者が
研究を開始した1984年の時点でGPxには1種類しか
その存在が知られていなかった。筆者らは，これまで
に，分泌型GPx（eGPx），新規GPx（後にGI-GPxと
命名された），Secを10残基含む新規GPx（セレノプ
ロテインP；SePと呼ばれている）の3種類の新しい
タイプのGPxを発見し，これらのGPxの基本的な性
質を明らかにした。このうち最初の2種類については，
遺伝子クローニングにも成功している。現在GPxに
はイタリアのグループが発見したPHGPxを含めて5
つのタイプが存在しており，酵素ファミリーを形成し
ていることが明らかになった。私たちはこのうち3種
類を他の研究者に先駆けて発見することが出来た。
このようにGPxには種々のタイプが存在している

が，この多様性の生理的意義は明らかではなかった。
そこで次に，それぞれの酵素としての性質について比
較検討することにした。活性酸素については，最近の
マスコミ報道やテレビの健康番組で盛んに取り上げら
れており，ここではごく簡単に説明する。私たちのか
らだの中で生じた活性酸素は，反応性が高いため核酸，
タンパク質，脂質に作用して，これらの生体高分子の
変性を引き起こし，これらが本来担っているはたらき
を損ない，細胞や組織に傷害を与える。その結果，癌，
動脈硬化，白内障などの難治性疾患や老化が引き起こ
されると考えられている。私たちの研究の結果から，
それぞれのGPxはタイプによって存在部位（細胞質や
細胞外）や基質特異性（過酸化水素とリン脂質過酸化
物）の異なることが明らかになり，これらのGPxはお
互いに補う形で活性酸素や過酸化脂質による傷害から
私たちのからだを守っていることを初めて証明するこ
とが出来た。また，最近，私たちは，GPxファミリ
ーのうち血液中に存在するタイプのeGPxやSePが低
比重リポ蛋白質（LDL）の過酸化反応を抑制している
ことを見出した。LDLの過酸化反応は動脈硬化症発
症の引き金と考えられており，eGPxやSePが動脈硬
化症の発症を抑制する役割を担っている可能性が強く
示唆された。Se欠乏が冠動脈疾患のリスクファクタ
ーであるとの報告もあり，発症におけるGPxの重要
性についても興味が持たれる。
SePは，血漿中の主要なセレノプロテインである。

その最大の特徴は，他のセレノプロテインがポリペプ
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秋山記念生命科学振興財団と
伊藤医薬学術交流財団より

助成金が交付

チド鎖内に1残基のSecを含むのに対して，SePは
10残基のSecを含む点である。SePの機能は長い間
不明であったが，先に述べたように，私たちはグルタ
チオンなどのチオール存在下に過酸化脂質を還元・除
去するGPx様活性を有する酵素としての機能をもつ
ことを見いだした。この酵素活性は，SePのアミノ末
端側に局在するSecを活性部位としていると考えられ
る。一方，残りの9残基のSecの機能は依然として不
明であった。私たちは，培養細胞を無血清培養する場
合にセレンの添加が必須であり，血清培養する時には
不要である点に着目した。培養細胞をSePの欠乏し
た血清で培養すると，細胞はセレン欠乏になり，この
細胞にSePを添加するとセレンが細胞内に取り込ま
れることを見いだした。つまり，トランスフェリンが
鉄を運搬するように，SePはセレンを運搬する機能を
担うことを見いだした。この研究成果の正当性は，そ
の後SePノックアウトマウスの研究から証明された。
このようにSePは酵素であると同時にセレントラン
スポータとしてのはたらきを持つ多機能タンパク質で
あることが明らかになった。更にノックアウトマウス
の研究から，SePの欠損は脊髄小脳変性症という神経
変性疾患を引き起こすことが報告された。
このように私たちが研究を進めてきた，主に血液中

に存在する2種類のセレンを含むタンパク質が，その酵
素活性やセレン運搬能を通して，動脈硬化症や神経変性

本年度の秋山記念生命科学振興財団と伊藤医薬学術
交流財団からの助成金交付が、以下のとおり決まりま
した。
●秋山記念生命科学振興財団

森本一洋（一般助成金）
研究テーマ
「呼吸器感染症の治療及び予防を目的とした肺細胞
への薬物送達システム」
今井幹典（奨励助成金）
研究テーマ
「ダブルキレーションと外部配位子による遷移金属
触媒の活性化に伴うC-C結合生成反応」

●伊藤医薬学術交流財団

関　俊暢（海外留学研究交流助成）
研究テーマ
「ワクチンデリバリーシステムに関する研究」

助　手 

教　授 

教　授 

講　師 
 

助教授 

助　手 
 

助教授 
 

助教授 

助教授 

助　手 

町田麻依子 

中野　善明 

高橋　和彦 

高梨　香織 
 

伊藤　慎二 

丁野　純男 
 

早勢　伸正 
 

櫻井　秀彦 

桜井　光一 

立浪　良介 

分野名 職名 氏名 教育研究課題名 

慢性心不全患者に第四世代のβ遮断薬を用いた時の亜急性期における自律神経の反応 

日本物理教育学会　第22回　物理教育研究大会 

薬学教育の改善に関する調査研究 ―Minute Paperを用いた授業の評価・点検と改善 

薬学教育の改善に関する調査研究 
―年間，月間，週間学業予定表を用いた再履修4年生の学業の自己点検と改善について― 

エストロゲン修飾オリゴデオキシリボヌクレオチドの合成 

呼吸器感染症の治療と予防を指向したDrug Delivery System 
～新規経肺投与製剤の設計とその有用性の評価～ 

14員環および15・16員環マクロライド系薬物の赤血球膜および血小板凝集能 
に及ぼす作用 

薬局の患者満足に関する調査研究 

講義・演習・実習・実技評価アンケートの実施とその改善効果について 

芳香族ニトロソ化合物からの近接発癌物質N-アリールアシルヒドロキサム酸の生成 

病 態 科 学  

物 理 学  

生 物 学  

化 学  
 

医 薬 化 学  

薬 剤 学  
 

薬物治療学 
 

経 済 学  

生 命 科 学  

生 命 科 学  

疾患の発症の抑制に寄与していることが明らかになって
きた。今後，これらの疾病の診断法の開発，予防や治療
を目的として，更に研究を進めたいと考えている。

平成17年度北海道薬科大学研究奨励費の配分が以下のとおり決定しました。本年度の申請数は29件で，採
択数は10件でした。

平成17年度　研究奨励費の配分決定
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If you want to do something, just do it! Hitomi
―ニュージーランド，オークランド大学薬学部での研修報告―

柳本　ひとみ（本学1期生）

大学入学以来30年間を過ごした北海道薬科大学を
退職した後，ヨーロッパを彷徨って帰国した本年2月，
私に訪れたチャンス。それはオークランド大学薬学部
での3か月半に及ぶ臨床薬学研修でした。今回は，私
が見聞してきたニュージーランドの薬学教育および
Community Pharmacy（日本でいう，OTC兼調剤薬
局）の現状をお伝えしたいと思います。
オークランド大学薬学部は，1学年が約100人で，

移民の多さを象徴するように，中国，韓国，中東とア
ジア系の学生が多数を占めていました。4年間の学部
修了後，Preregistration Programmeという臨床現
場での1年間の訓練を経て薬剤師と認められます。こ
の1年間の実地訓練中に，複雑な症例の患者さんへの
薬物治療計画を立てたり，OSCE（オスキー）という
患者さんあるいは医師役の試験官との応答など，様々
な厳しい試験をパスしなければなりません。
さて，私が経験させて頂いたのは，3，4年生の薬

物治療学講義の聴講，4年生の調剤実習，4年生の薬
物治療学Workshop，OTCのTutorialと3年生の薬
物治療学Tutorialの見学。4年生研究プロジェクトへ
の参加，臨床薬学系大学院講義およびセミナー聴講。
そして，3か所のCommunity Pharmacyおよびオー
クランド市立病院薬剤部訪問でした。それに，忘れて
いけないのは，スタッフ達のTea Timeへの参加。こ
の時間がなければ，独力で教官達に交渉して，彼らの
担当する講義や実習にスムーズに参加させて貰うこと
は出来なかったはずですから。
私の参加した講義や実習は，多くの場合，病院や薬

局の現役の薬剤師あるいは医師が講師でした。講義や，
実習，Workshopで，学生達は躊躇なく活発に，教官
あるいは講師に質問をしていました。教官達もそれに
対し，現場で必要なアドバイスをどんどん与え，とて
も生き生きとした雰囲気を感じることが出来ました。
大学院進学には，大学4年終了後，大学院に入学し，
毎日研究室で研究に専念するコースと、働きながら月
に数回講義を受け，必要数の論文を提出して学位を取
得するコースの2つがあります。私が聴講したのは、
後者の臨床薬学系の講義で、学生達のキャリア年数が
1年から20年までと幅広かったのが印象的でした。
雇い主は，雇用者が大学院のコースに通いたいと申し

出たら，彼らのために時間を作る義務があるそうです。
スキルアップを希望すればいつでも，機会が与えられ
ている教育システムを羨ましく思いました。
その他，3か所のCommunity Pharmacyを訪問さ

せていただきました。郊外にある薬局では，来局患者
向けの調剤業務の他に，近隣の老人ホームの入居者用
の調剤を行っていました。1軒の薬局では，末期がん
の在宅患者が使用する麻薬注入ポンプ用の注射液の混
注も業務の一環としており，私には調剤薬局での混注
は目新しかったので，「政府は，この業務を簡単に許
可してくれましたか？」とオーナーに質問したところ
「自分たちができそうなことを，ここまでできるから
やらせてくれと政府に申し出ると，政府は，では，ま
ずやってみなさいと許可を与える。これがニュージー
ランドのやり方だよ。」と答えが返ってきました。
極東日本からやって来た怪しい無職の私に，オーク

ランド大学での研修のあらゆる機会を与えてくださっ
たのは，薬学部学部長Shaw教授でした。当初，一体
どうやって研修を組み立ててよいのか，分からなかっ
た私は事ある毎に，Shaw教授にお伺いを立てていま
した。そして，その度に，教授は「If you want to
do something, just do it! Hitomi」とおっしゃってく
ださいました。それは，私の独自性を尊重すると共に，
自主性を促す温かくも厳しいお言葉でした。その教授
のお言葉通りに，3か月半の研修を過ごさせて頂きま
した。
終わりに，オークランド大学薬学部のスタッフの皆

様に，心より感謝申し上げると共に，この研修で得た
知識を，今後の私の薬剤師活動に活かしていくことを
誓って，報告を終えたいと思います。

Shaw教授と卒業式用の礼装で
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前期授業アンケートの結果がまとまりました。アン
ケートは各科目の最終授業の開始直後に行い，設問項
目は例年どおりです。各設問は5段階で評価し，その
結果を，強くそう思う：5点，そう思う：4点，どち
らともいえない：3点，そうは思わない：2点，全く
そうは思わない：1点としてスコア化しました。各学
年のアンケート回収率は 1年生91.6％，2年生
84.8％，3年生91.7％，4年生92.8％でした。
授業アンケートの設問項目全体に対する平均値は

3.55（昨年度3.50）で，学年別では1年生3.58，2年
生3.46，3年生3.50，4年生3.49でした。昨年に比
べ，1年生と4年生の値が高く，各学年間での差が小
さくなりました。
以下に，各設問項目に対する平均評価値を昨年度と

比較して示しました。

全項目で昨年よりも評価値が上昇しました。評価値
が高い設問項目は，今回も「設問1．担当教員は教え
ることに熱心で，よく準備して授業に臨んでいる」で
した。逆に低かった項目は「設問7．他教科との繋が
りや関連性を示してくれ，勉強しやすい」，「設問12．
話し方が明確で聴きとり易く，板書も見やすい」，「設
問6．学習目標，到達目標をはっきり示してくれ，勉
強しやすい」，「項目4．授業における学生の理解力の
水準がよく分かっている」，「設問11．興味深い内容

前期授業アンケート結果がまとまる
FD委員会

に刺激されたり，触発されることが多い」など，授業
方法に関わる項目が多く，学生は授業方法に改善の余
地があると感じていることが想像されます。特筆すべ
きは「設問19」で，学生の取り組みに関する項目が
0.12ポイント上昇しました。
昨年に比べて平均評価値が0.4ポイント以上上昇

し，大幅に授業が改善されたと考えられる教科は，有
機化学Ⅲ（2年），公衆衛生学（3年），薬学概論（1年），
無機化学Ⅰ（1年），薬学英語Ⅳ（2年）の5つでした。
また，今回平均評価値が4を超えた教科は，医薬品開
発論（2年，選択：受講者15名），体育理論（1年，選
択：受講者44名），有機化学Ⅰ（1年），薬学英語Ⅰ
（1年），公衆衛生学（3年）でした。
授業アンケートは，授業改善を目的に行っています。
学生の皆さんには，今後も真摯な回答を望みます。

第75回　北海道薬科大学
薬剤師教育研修会が終了

7月30日（土）に第75回北海道薬科大学薬剤師教育
研修会が旭川トーヨーホテルを会場にして開催されま
した。講演内容は以下のとおりでした。
第一部　渡辺泰裕教授
「北海道薬科大学の入試制度と6年制教育」
第二部　猪爪信夫教授
「ステロイド代謝の人種差―ドーピング試験は公正？―」
研修会終了後は，多くの同窓生が参加して懇親会が

開かれました。

第76回　薬剤師教育研修会のお知らせ

10月14日（金）に第76回北海道薬科大学薬剤師教
育研修会が開催されます。奮って御参加ください。
講演内容は以下のとおりです。
講　師：九州大学大学院医学研究院

医療経営・管理学講座助教授　鮎澤純子先生
演題名：「医療事故防止に向けて―ターゲットは薬剤

事故，キープレーヤーは薬剤師―」
日　時：平成17年10月14日（金）午後6：30～8：30
場　所：札幌市教育文化会館

（札幌市中央区北1条西13丁目）

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18. 

19.

担当教員は教えることに熱心で，よく準備して授業に臨んでいる 

説明は明快，ていねいで，分かりやすい 

説明が体系的でまとまりがあり，重点をうまく要約してくれる 

授業における学生の理解力の水準がよく分かっている 

基礎的なところも時間を割いて説明してくれる 

学習目標，到達目標をはっきり示してくれ，勉強しやすい 

他教科との繋がりや関連性を示してくれ，勉強しやすい 

授業の進行が早くも遅くもなく，適切である 

授業内容は，授業計画（シラバス）にほぼ沿っている 

講義の視野が広く，将来役に立つと思われる内容が多い 

興味深い内容に刺激されたり，触発されることが多い 

話し方が明確で聴きとり易く，板書も見やすい 

雑談やエピソード的な話が面白く，授業の雰囲気がよい 

質問や相談には，教室内外とも親切に応じてくれる 

テキストは，内容，レベル，使い易さなどの点で適当である 

プリント，視聴覚教材等の使用が効果的である 

担当教員は，教室の静粛を保つためによく配慮してくれる 

私（学生）は私語を慎み，緊張感をもって授業に集中した 

私は授業時間外も，この科目の勉学に意欲的に取り組んだ 

3.88（3.86） 

3.55（3.49） 

3.52（3.47） 

3.44（3.38） 

3.53（3.46） 

3.41（3.35） 

3.33（3.27） 

3.52（3.49） 

3.59（3.58） 

3.72（3.70） 

3.44（3.40） 

3.40（3.32） 

3.47（3.39） 

3.60（3.56） 

3.50（3.46） 

3.67（3.61） 

3.59（3.54） 

3.77（3.72） 

3.49（3.37） 

（　）は昨年度前期結果 
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平成16年度　学部卒業生の就職状況

本年3月卒業生の就職状況について就職部より報告
します。平成16年度の本学に対する求人は，薬局・
病院・製薬企業等800ヶ所で，前年度と比較し6.8％
増加しました。内訳は，開局薬局352（道内80，道外
272），病院薬局382（道内140，道外242），製薬企
業44，医薬品卸業6，化学製造業5，臨床検査9，血
液センター2でした。平成15年度に比べて開局薬局
は12.0％増加，病院薬局は5.1％増加しています。
また，求人数では，総数約2,400人で，就職希望者
数の約16倍でした。
次に卒業生187名の進路を下表にまとめました。

大学院進学40名（本学大学院30名，他大学大学院10
名），研修生2名および就職希望なし9名を除くと，
就職希望者は136名で，本年7月20日の時点で127
名の就職が決定しています。未定・その他の欄は，就
職希望なし、および薬剤師国家試験不合格のために就
職を辞退した人などです。

就職先の内訳は，開局薬局が最も多く，次いで病院
薬局となっています。例年どおり，この両者で就職決
定者のほとんど（96.1％）を占めていますが，昨年度
と比較し，開局薬局は 7.8％増加，病院薬局では
26％減少しています。就職決定者の出身地と勤務地
をみると，道内出身者67名のうち62名，道外出身者
60名のうち19名が道内で就職しています。この点に
ついては，前年度と大きな違いはありません。
来年度より，いよいよ薬学教育が6年制になります。
また，ここ数年来，全国で薬系大学あるいは薬学部の
新設ラッシュが続いていますが，来年度以降も10校
程度が開設を予定しているようです。このように薬学

部は激動の時代を迎え，今後の就職活動にも様々な影
響が現れるものと思われます。このような環境下，全
国的に薬学生の就職活動時期は以前に比べて早くな
り，その傾向はさらに進むものと思われます。特に製
薬企業の場合，3年生の後半から始まっています。学
業優先が第一ですが，在学生諸君は，以前のように
「資格さえ取ればいつでも就職できる」といった安易
な考えを捨て，就職のことを真剣に考えて欲しいと思
います。本学で毎年開催している「開局・病院薬局説
明会」は，今年は新たに「企業」も加わり，「就職相
談会」として11月12日（土）に開催を予定していま
す。

最後に，16年度卒業生の全就職先を以下に示します。

●病院
〈北海道内〉 ［札幌］大谷地病院，札幌麻生脳神経外科病院，札幌セ
ンチュリー病院，札幌徳洲会病院，札幌東徳洲会病院，真栄病院，定山
渓病院，禎心会病院，手稲渓仁会病院，手稲ロイヤル病院，国立病院機
構西札幌病院，札幌厚生病院，慈啓会病院，北祐会神経内科病院，今井
記念病院，北海道大学病院　［小樽］小樽協会病院　［函館］函館五稜
郭病院，函館中央病院　［旭川］旭川医科大学医学部附属病院，旭川厚
生病院　［室蘭］新日鐵室蘭総合病院，日鋼記念病院　［苫小牧］王子
総合病院，苫小牧日翔病院　［伊達］聖ヶ丘病院　［登別］三愛病院
［砂川］砂川市立病院　［深川］深川第一病院　［北見］北星脳神経外
科病院　［釧路］総合病院釧路赤十字病院
〈北海道外〉 ［岩手］高松病院　［宮城］坂総合病院　［千葉］津田
沼中央総合病院　［東京］新葛飾病院

●薬局
〈北海道内〉 ［札幌］オストジャパングループ，札幌薬剤，中央調剤，
ナカジマ薬局，日本調剤，北海道保健企画，北海道クラフト，マルベリ
ー，メイプル，アインファーマシーズ，サッポロドラッグストアー，ツ
ルハ，西岡メディカル薬局　［小樽］一の秋野，ツルハ　［函館］札幌
臨床検査センター　［旭川］ツルハ，みどり十字調剤薬局　［室蘭］北
海道クラフト　［苫小牧］ファーマホールディング，センター薬局グル
ープ　［浦河］ファーマホールディング　［富良野］北海道クラフト
［名寄］名薬調剤センター　名寄調剤薬局　［稚内］アインファーマシー
ズ　［北見］エールメディテック　［釧路］サッポロドラッグストアー
〈北海道外〉 ［青森］プロマックス　ハロー薬局　［秋田］ファーマッ
クス，みどりケア・サービス　みどりさわやか薬局　［岩手］ライブリ
ー　［宮城］オオノ　ひかり調剤薬局，アクアマリーン調剤薬局　［栃
木］メディカルグリーン　大沢調剤薬局　［千葉］横須賀薬局，マツモ
トキヨシ，日本メディカルシステム，エビス薬局　［埼玉］富士バイオ
メディックス，富士薬品　［東京］サンドラッグ，ドラッグストアーバ
イゴー，ファーマシー企画　［神奈川］CFSコーポレーション，アポテ
ーカ・ジャパン　すこやか薬局，クリエイトエスディー　［静岡］CFS
コーポレーション　［愛知］スギ薬局，ジップドラッグ　［滋賀］スギ
薬局　［大阪］プチファーマシスト　［兵庫］ティエス調剤薬局　［福
岡］ふじの薬局　［大分］永冨調剤薬局　［鹿児島］寿8丁目薬局

●製薬企業 第一製薬，アステラス製薬

●血液センター 静岡県赤十字血液センター

●SMO エシック

●薬系企業以外 パトス

平成16年度　学部卒業生の進路状況

注：（ ）内の数値は，卒業生総数に対する％

男子 女子 合計

卒業生総数 98（100.0） 89（100.0） 187（100.0）

67 （68.4） 60 （67.4） 127 （67.9）就職者総数

大学院進学 23 （23.5）

1 （1.0）

7 （7.1）

17 （19.1）

1 （1.1）

11 （12.4）

40 （21.4）

2 （1.1）

18 （9.6）

研　修　生

未定・その他

就

職

先

開局薬局
病院薬局
製薬企業
血液センター
SMO（医療機関支援機構）
薬系企業以外

45
18
2
0
1
1

37
22
0
1
0
0

82
40
2
1
1
1



－9－

［KATSURA］ Vol.94  2005.10.6

オープンキャンパスが開催
オープンキャンパスが8月9日（火）に開催されまし
た。参加者は昨年よりも約50名多く，約270名でし
た。このため急遽予定を変更して，2教室を使い，全
体説明と模擬講義を実施しました。実施内容は以下の
とおりです。

全体説明では，まず薬局薬剤師の仕事が紹介され，
続いてカリキュラムを示しながら，6年制での北海道
薬科大学の薬剤師養成教育を説明しました。また模擬
講義では，本年は，渡辺一弘助教授に加え，村岡講師
が「活性酸素とエイジング」のタイトルで講義をし，
活性酸素が生体へ及ぼす影響，活性酸素の攻撃から身
を守る方法などを紹介しました。体験実習の「医薬品
を試験してみよう」では，先発医薬品と後発医薬品で
成分溶出の差について調べました。
暑いなか，講義，実習，学内ツアーと盛りだくさん

の内容でしたが，本学への理解を深めていただけたも
のと思います。

北薬特別講演会が開催
第64回，第65回北薬特別講演会が7月22日（金），

および9月9日（金）に開催されました。
講演者と演題は以下のとおりでした。

全体説明「北海道薬科大学へようこそ」
入試部：黒澤菜穂子，渡辺泰裕

模擬講義①「ゲノム情報に基づく医薬品の適正使用：
テーラーメイド医療を目指して」
講師：薬剤学分野　渡辺一弘

模擬講義②「活性酸素とエイジング」
講師：生物学分野　村岡早苗

体験実習①「坐剤と散剤の調製」
体験実習②「医薬品を試験してみよう」

ウエルカムランチ

学内ツアー（図書館，学生ラウンジ，研究室，模擬薬局実習
室，薬用植物園など）

入試相談会

●第64回北薬特別講演会

講演者：高橋和彦教授
演　題：「必須微量元素セレンを含有するタンパク質

の機能」
●第65回北薬特別講演会

講演者：猪爪信夫教授
演　題：「ドーピング試験の公正性―ステロイド代謝

の人種差―」

大学院修士課程推薦入学試験の結果
本学大学院修士課程の推薦入学試験が8月23日（火）
に実施され，生物薬学専攻10名，臨床薬学専攻8名
が合格しました。生物薬学専攻の特論研究室配属は，
漢方薬物学特論研究室2名，薬物動態学特論研究室4
名，生化学特論研究室2名，微生物学特論研究室2名
です。なお，次年度から生物薬学専攻においても，臨
床薬学実務研修の実施が可能となり，3名が希望しま
した。

父母懇談会開催予定
平成17年度の父母懇談会が以下の日程で開催され

ます。本年度は，道内会場をひとつ増やし，本学，釧
路，北見，旭川，函館の5会場で行われます。また東
北は昨年行われた盛岡会場を秋田会場へ変更しまし
た。日程および会場は以下のとおりです。

開催日

10月 8日（土）

10月 8日（土）

10月 8日（土）

10月 9日（日）

10月15日（土）

10月15日（土）

10月15日（土）

10月16日（日）

10月16日（日）

開催地

釧路

北見

函館

旭川

青森

仙台

大阪

秋田

東京

会　　場

釧路東急イン
釧路市北大通13－1－14（TEL 0154-22-0109）

ビッツアークホテル
北見市2条東4丁目7番地（TEL 0157-23-2286）

フィットネスホテル330函館
函館市若松町6－3（TEL 0138-23-0330）

旭川ターミナルホテル
旭川市宮下通り7丁目（TEL 0166-24-0111）

青森グランドホテル
青森市新町1丁目1番23号（TEL 017-723-1011）

ホテル法華クラブ仙台
仙台市青葉区本町2－11－30（TEL 022-224-3121）

ホテルサンルート梅田
大阪市北区豊崎3－9－1（TEL 06-6373-1111）

秋田キャッスルホテル
秋田市中通1－3－5（TEL 018-834-1141）

ニューオータニイン東京
東京都品川区大崎1丁目6番2号（TEL 03-3779-9111）

10月22日（土） 本学 北海道薬科大学
小樽市桂岡町7番1号（TEL 0134-62-5111）
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第30回記念「北薬祭」が開催
テーマは　～ene～

第30回北薬祭（実行委員長　1年　大塩邦春君）が
7月9日（土）・10日（日）の両日にわたり開催されま
した。本年度のテーマ「ene」は，二重結合の「ene」
（手と手をとり合おう！）に，熱く燃える「炎」，楽しく
華やかな「宴」，友達の輪，人のつながりを連想させ
る「円」や「縁」などの多くのイメージを重ねました。
また“酸”と反応して新たな化合物を作る「塩」基に
因み，北薬祭における新たな創造を目指しました。
軽音楽ライブ，映画鑑賞，ダンスと演舞，カラオケ

大会，クイズ大会，フィーリングカップル，模擬実習，
ジェスチャーゲームなどの催し物の他，お笑いタレン
ト「マジャコング」など4つのライブが開催されまし
た。恒例のフリーマーケット，焼き鳥やたこ焼きの露
店，ビンゴ大会も盛況で，最後に花火が桂岡の夜を染
め，お祭りは終了しました。

桂岡町内でボランティア美化活動！
7月9日（土）に桂青会が主体となり，桂岡町の生活

環境の整備と景観の保全を目的とし，町内の清掃活動
が行われました。開催中の大学祭や体育大会で参加者
を募り，学生・教職員・アパート組合員・桂岡町内の
方々を含めて108名が参加しました。5つのグループ
に分かれて約1時間町内を巡回し，ゴミ袋10個分の
ごみが分別回収されました。今後さらに，このような
ボランティア活動が広がっていくことが期待できる結
果となりました。

体育大会が開催
大学祭の開催と合わせ，7月9日（土）・10日（日）

の両日に体育大会（実行委員長　3年　岡田政哉君）が
行われました。競技種目はバスケットボールとバレー
ボールで，大学祭野外ステージでの開会式の後，白熱
した試合が桂青館で繰り広げられました。バスケット
ボールには16チーム，バレーボールには40チームが
参加し，“スターチームプラチナ”，“タラバガニダム
チーム”が優勝しました。

就職相談会（開催予告）
就職相談会が11月12日（土）に桂青館、図書館3

階および会議室で開催されます。本年度は例年と異な
り，病院および開局薬局とともに，製薬企業（MR，
研究開発など），臨床試験受託企業等も加わっていた
だく予定です。各ブースでの就職相談は午前10時か
ら午後3時までを予定しています。多数の参加を期待
しています。

情報教育センターからのお知らせ
●検疫・認証システムを新規導入

本学の学内LANは，ファイアウォールを設置する
など外部からの不正アクセス防止を行っています。し
かしノートパソコン等の持ち込みにより，最近学内か
らのウィルス感染が発生しました。このような事態を
防止するため10月より検疫・認証システムを導入し
ます。
●教育支援システムの更新

情報教育センターでは，従来より学生の自学自習の
ための教育支援システムを導入しています。本年9月
よりシステムを更新し，最新の教育支援システムに変
わりました。

校舎トイレを改修
かねてより要望のあった校舎中央部分のトイレの改

修が行われます。工事は10月20日（木）までの予定
です。
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第22回物理教育研究大会（大会委員長：本学物理学分野　中野
善明教授）が8月6日・7日の両日にわたり本学にて開催されまし
た。大会テーマは「科学と社会のコミュニケーション」で，全国
の理工系・医薬系の基礎，専門，大学院担当教員および高等学校
教員など135名が参加しました。北海道大学大学院工学研究科の
吉田静男先生による特別講演「地球環境流体の力学的特性とエネ
ルギー」をはじめ，シンポジウム，口頭発表，ポスターセッショ
ンで活発な討論が行われました。8月8日には会場を北海道大学
クラーク会館に移し，世界物理年事業「科学者と語ろう！　サイ
エンストーク2005」が開催されました。

「第22回　物理教育研究大会」が本学にて開催

平成18年度　入学試験要項

基礎学力判定試験 
数学（数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学B（数列・ベクトル）） 
外国語（英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング） 
理科（化学Ⅰ、化学Ⅱ） 
面接 

面接 

面接 

大学入試センター試験科目 
数学（数学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ・数学Bの2科目） 
外国語（英語） 
　※リスニングテストは含まない。 

理科（物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰのうち1科目） 
　※理科について、2科目以上を受験した場合は、 

　　高得点の科目を合否判定に使用 

数学（数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学B（数列・ベクトル）） 
外国語（英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング） 
理科（化学Ⅰ、化学Ⅱ） 
　※各科目60分 

小論文、面接 

適性検査、面接 

入学定員・募集人員 

試験日程・試験科目 

学部・学科 

薬学部 薬学科 

入学定員 

210人 

募　　集　　人　　員 

推　薦　入　試 
 地域指定 指 定 校 系 列 校 同窓生子女 

一般入試 
センター試験 
利用入試 社会人入試 

25人 50人 20人 10人 80人 15人 10人 

社 会 人 入 試 

推薦 
入試 

一　般　入　試 

大　学　入　試 
センター試験 
利　用　入　試 

系　列　校 

同窓生子女 

地 域 指 定 

指　定　校 

試　験　日 

平成17年11月19日（土） 

平成17年11月19日（土） 

平成17年11月19日（土） 

平成17年11月19日（土） 

平成17年11月20日（日） 

平成18年2月1日（水） 

※個別学力試験は 
　行いません 

試　験　科　目 試 験 地 

本　学 

本　学 

本　学 
盛　岡 
東　京 
大　阪 
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平成17年度 行事予定

4日（火）

7日（金）

8日（土）

9日（日）

12日（水）

14日（金）

15日（土）

16日（日）

17日（月）

21日（金）

22日（土）

24日（月）

12日（土）

5日（月）

6日（火）

9日（金）

20日（火）

21日（水）

5日（木）

16日（月）

20日（金）

23日（月）

26日（木）

27日（金）

28日（土）

6日（月）

13日（月）

21日（火）

24日（金）

7日（火）

11日（土）

15日（水）

4年　病院実習終了

4年　薬局実習開始（21日まで）

父母懇談会（釧路，北見，函館）

父母懇談会（旭川）

大学院　臨床薬学総合演習終了

第76回北海道薬科大学薬剤師教育研修会

父母懇談会（青森，仙台，大阪）

父母懇談会（秋田，東京）

大学院　臨床薬学実務研修開始（平成18年3月15日まで）

4年　薬局実習終了

父母懇談会（本学）

4年　薬学総合演習・薬学演習Ⅷ始講

4年　薬学総合演習模擬試験　（25日まで）

就職相談会

4年　薬学総合演習第1回試験（6日まで）

大学院　修士論文・修士課題研究発表会申込受付

大学院　修士・学位申請受付

3年　ゼミ配属・就職・大学院進学ガイダンス

冬道交通安全講習会

1～3年，大学院　冬季休業開始

4年　冬季休業開始

4年　冬季休業明け始講

4年　薬学総合演習第2回試験（6日まで）

1～3年，大学院　冬季休業明け始講

4年　後期終講

4年　薬学総合演習第3回試験（24日まで）

1～3年，大学院　後期終講

大学院　修士論文発表会（生物薬学専攻）

大学院　修士課題研究発表会（臨床薬学専攻）

1～3年　後期定期試験（10日まで）

3年　就職ガイダンス

4年　薬学総合演習再試験（22日まで）

1～3年　後期再試験（28日まで）

大学院　修士学位論文・課題研究報告書受付

進級・卒業発表

大学院　学位（修士）審査結果発表

薬剤師国家試験（12日まで） 予定

学位記授与式，卒業祝賀パーティー

大学院　臨床薬学実務研修終了

10月

11月

12月

1月

2月

3月



6年制カリキュラム
臨床講義棟（C－棟）第4報
実務家コース設置に関するアンケート集計結果
「生きる勇気，そして未来（1）」
定年退職／薬学研究奨励財団特別研究助成金を受給
オタゴ大学薬学部を訪ねて
MIL薬学生懸賞小論文コンクールで優秀賞受賞
本学奨学生（学部1年生）決定／北薬特別講演会開催／薬剤師教育研修会終了
大学院実務研修終了／学位論文・修士課題研究発表会開催
学部病院実習，薬局実習終了
就職相談会および同窓生・在学生合同懇話会開催
父母懇談会開催／平成18年度入試状況／構内全面禁煙へ

－ ：就職相談会
：オタゴ大学（ニュージーランド）外観
：C－棟・無菌室のエアシャワー
：C－棟外観（建設中）5

4

3

21

発行：北海道薬科大学 〒047-0264 小樽市桂岡町7番1号
TEL（0134）62-5111 FAX（0134）62-5161
URL http://www.hokuyakudai.ac.jp
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●「薬学教育モデル・コアカリキュラム」，「薬学教
育実務実習・卒業実習カリキュラム」に準拠
日本薬学会が提示した，いわゆるモデル・コアカリ

キュラムは6年制を意図して作られたものではありま
せんが，結果的には現段階での6年制薬学教育の基準
となっています。新課程でのカリキュラムは，モデ
ル・コアカリキュラムを尊重して編成を行いました。
●　ヒューマニズム教育
モデル・コアカリキュラムでは，「生命に関わる職

業人となることを自覚し，それにふさわしい行動・態
度をとることができるようになるために，人との共感
的態度を身につけ，信頼関係を醸成し，さらに生涯に
わたってそれらを向上させる習慣を身につける」ため
に，全学年を通してヒューマニズムについて学ぶこと
が必要であると述べています。この考えに基づき，1
～5年次に「ヒューマニズム論」を設けました。ヒュ
ーマニズム論では，生と死，薬害，生命倫理などをテ
ーマとした授業が行われます。
●　英語教育の重視
これまでのカリキュラムにおいても，本学は英語教

育を重視し，特に薬剤師としての情報収集と読解に力
点をおいた授業を行ってきました。新課程においても
この考えは踏襲され，薬剤師として必要とされる英文
の講読が4年前期まで行われます。1～3年次は語学
分野の教員が，4年前期は薬学専門系の教員が担当し
ます。また培われた英語力は4年後期の「医薬情報学」，
5～6年次の「卒業研究」の中で，さらに発展させる
ことになります。6年制の薬剤師養成教育では，英語
で書かれた情報を収集し，読みこなす力がより求めら
れます。6年間に渡り，継続的に常に英文と接するこ
とが必要です。

北海道薬科大学の6年制カリキュラム
FD委員会

● 選択科目の拡充
4年制課程では，必要とされる必修科目が多いため

に十分な選択科目を提供することができませんでし
た。この点を大きく改善し，新課程では選択科目を大
幅に増加しました。新設の選択科目は，「文学」，「自
然科学概説」，「国際情勢概説」，「スポーツ科学概説」，
「サプリメント概説」，「医療行政学」，「地球環境学」，
「社会保障論」です。
● 薬剤師養成に特化した授業科目の設置
本学の薬剤師養成教育を特徴づける講義科目を3年

次以降に数多く設置しました。科目名は「化学療法学」，
「輸液・栄養管理学」，「感染制御学」，「処方解析学」，
「薬歴管理学」などです。
● 共用試験
6年制の薬剤師養成教育では5か月の実務実習が行

われますが，実務実習を受けるためには，共用試験に
合格することが必要です。実務実習では薬剤師免許を
取得していない学生が，調剤業務や患者さんに対して
服薬指導を行うことになります。そのため必要な基本
知識・技能・態度が身についているかをチェックする
ことが必要になり，これが全国規模で行われる共用試
験になります。知識を問うCBT（Computer Based
Testing）では，コンピューターによって無作為に選
択された300問が出題され，合格には80％の正答率
が必要といわれています。技能と態度を問うOSCE
（Objective Structured Clinical Examination：客観
的臨床能力試験）では調剤技法，コミュニケーション
能力などの実技試験が行われます。
● 実務実習事前教育
モデル・コアカリキュラムでは実務実習の事前教育

の充実が求められています。本学では，平成12年度

平成18年度入学生より薬剤師養成のための教育課程は6年制になります。薬剤師となることを目的と

しない4年制の薬学部も認められたために，4年制と6年制を併設する大学もありますが，本学は薬剤

師養成教育を教育理念とすることから，6年制課程の「薬学科」のみを設置します。本号では新課程の

カリキュラムの特長を紹介します。

6年制の薬剤師養成教育には，いくつかの重要なキーワードが存在します。例えば，“医療人”，“医療

の専門家”，“薬物の適正使用”，“高い倫理性”，“高度医療”，“地域医療”，“チーム医療”などです。本

学の6年制カリキュラムは，平成16年に行われたカリキュラム改訂を土台とし，これに将来のあるべき

薬剤師像を念頭にして作成されました。
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本学臨床講義棟（C－棟）工事は，いよいよ最終段階
に入ってきました。この「桂」が発行される頃には概
ねカリキュラムも確定して，講義室，演習室の使用に
ついても決まっていることでしょう。今回は，C－棟
建設に関わった将来計画検討協議会・薬大新校舎建築
委員会・薬学教育制度検討委員会など多くの学内委員
会での議論を顧みて，この校舎に対する基本コンセプ
トについてお話します。いずれの委員会でも議論の中
心は「薬学部6年制を見据えた本学の将来像」，「6年
制に対応する新臨床講義棟」であり，「6年制薬学部
薬学科設置に対応できる施設」でありました。これら
を受けて，C－棟は6年制薬学教育の5，6年次カリ
キュラムに対応するための校舎として建設されていま
す。定員増加に対する単なる校舎増築ではありません。
薬学教育制度6年制導入に一抹の不安を感じている高
校生やその父兄に対して，本学の積極的な取組み姿勢
を示し，「君たちが5，6年生になっても大丈夫です。
医療薬学を中心にした教育をちゃんと行います。その
ための準備をもう始めています」という意思表示のた
めにC－棟は利用されなければなりません。
本格的な「模擬薬局」，「模擬製剤室」，「模擬無菌製

剤室」を備えていますから，長期実務実習あるいは
OSCEのプレトレーニングに活用することになると考
えています（実際の室名は，学生にリアリティーを持
たせるため，「模擬」を削除することにしました）。
種々の模擬施設で臨床系の実習を受けながら，近接す
る演習室でディスカッション，学生個人による調査等
を同時進行させることができるようになっています。
ただ，平成22年に5年生が誕生するまでの間この校

北海道薬科大学臨床講義棟（C－棟）―第4報
新校舎建築委員会

舎を遊ばせておくことはないと考えます。現在の4年
制の下での「臨床薬学実習」や「病院実習」，「薬局実
習」の導入講義，或いは6年制における実務実習事前
実習に相当する大学院臨床薬学専攻修士課程の「臨床
薬学総合演習」などに活用されるでしょう。病院実習
や薬局実習の協力施設がC－棟の設備を利用した使用
を望む時はそれに対応しなければなりません。もちろ
ん同窓生がふれあいの場，卒後教育の場として利用す
ることも期待しています。
いずれにしても，「Clinical Lecture Building

（C－棟）」の名前に相応しい使用をしていただいて初
めて，建設に携わった委員会の目的が達成されること
になります。薬学教育制度6年制導入のシンボルとし
て，また本学教育理念の「ファーマシューティカル・
ケアの実践を通じて地域社会ならびに国民の健康と福
祉の向上に寄与する薬剤師の養成を図る」に適う校舎
として愛されることを願っています。

より病院実習と薬局実習の事前実習（プレトレーニン
グ）として「臨床薬学実習」を行ってきました。新課
程での事前教育は，5年前期の「実務実習事前実習」
で行いますが，4年前期の「演習Ⅶ」，「実習Ⅵ」，さ
らに4年後期の「総合演習Ⅰ」，「総合演習Ⅱ」，「実習
Ⅶ」も事前教育を強く意識した内容となる予定です。
● 実務実習
6年制教育では長期実務実習の実施が最も重要で

す。本学では，全国に先駆けて，平成8年度より1か
月の病院実習を開始し，また平成16年度より薬局実
習を行ってきました。6年制下では病院実習，薬局実

習ともに2.5か月間の実習となり，「北海道地区薬学
実務実習調整機構」の協力により道内全域で実施しま
す。
● 最後に
6年制課程の授業内容の骨格はすでに決められてお

り，その概要は新課程への入学生に配布すると共に，
本学ホームページに掲載します。是非，ご覧ください。
なお現段階では，6年後に行われる薬剤師国家試験の
内容は明らかにされていません。今後，共用試験を含
めた詳細が明らかになるにつれて授業内容を変更する
必要が生じる可能性があります。

臨床講義棟内部
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この4月には6年制薬学教育を受けるフレッシュマンが入学してきます。薬学教育制度6年制導入に附帯する
「生涯にわたる卒後教育の場」として本学は，大学院臨床薬学専攻修士課程に，特に4年制薬学教育を受けた同
窓生が「学歴取得」を目指すことのできる「実務家コース」を設けることを企画しました。その基礎調査とし
て，本学卒業生諸氏5,067名全てにご意見を求めることとし，実際には，同窓会名簿上，住所が確認できた
4,365名に対し，平成17年10月14日（金）付けでアンケート用紙を送付しました。概略は既にホームページに
掲示してありますが，集計結果を報告します。ご回答頂いた数は，359通，回収率は8.3％でした。
紙面の関係で今回はアンケート調査の前半部についてのみ報告します。

修士課程臨床薬学専攻（実務家コース）設置
に関するアンケート集計結果―その1―

北海道薬科大学大学院運営部

思う 
41％（147名） 

取得済み 
5％（19名） 

その他 
4％（15名） 

思わない 
17％（60名） 

どちらとも 
いえない 
33％（118名） 

■思う　■やや思う　■どちらでも良い　■やや思わない　■思わない 

医 療 英 語 演 習  
薬 剤 経 済 学 特 論  
臨 床 心 理 学 概 論  
薬 剤 疫 学 特 論  
医薬情報解析学特論 
病 態 生 化 学 特 論  
病 態 生 理 学 特 論  
病 院 薬 剤 学 特 論  
臨 床 薬 理 学 特 論  
臨床薬物動態学特論 
薬 物 治 療 学 特 論  
基 礎 薬 学 概 論  

1および2の質問に対して「その他」の回答（述べ15件）中，学位に興味はある（取得したいを含む）が「距離
的に遠い」が11件，「時間がない」が3件ありました。

1 あなたは，「修士（臨床薬学）」の学位を取得
したいと思いますか？

ある 
63％（222名） 

ない 
13％（46名） 

どちらとも 
いえない 
21％（76名） 

その他 
3％（10名） 

2 あなたは，本学が新たに設置を検討している
「修士課程臨床薬学専攻実務家コース（昼夜開講
制）」に興味がありますか？

「思う」と「やや思う」を合わせると，履修を望む科目は「薬物治療学」，「臨床薬理学」，「病態生理学」の
順でした。

3 「修士課程臨床薬学専攻実務家コース（昼夜開講制）」は，次の授業科目の開設を検討しています。あ
なたは，これらの授業科目を履修したいと思いますか？
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できない 
45％（158名） 

条件次第では 
できる 
35％（124名） 

どちらともいえない 
12％（43名） 

その他 
4％（15名） 

できる 
4％（13名） 

4 このような履修形態の大学院へ進学すること
ができますか？

講義の実施場所 
124件 

修業年限または期間 
52件 

その他 
66件 

講義の実施曜日 
82件 

4－1 どのような条件が揃えば進学できるとお
考えでしょうか？（述べ324件）

3－1 上記の授業科目以外に開設したほうがよいと思われるものがありましたら，自由にお書きください。
● 「次の科目から選びなさい」ではなく，何か目標・目的を持った時，「何が必要か」が，科目を決めるこ
とになる。大学が用意した，用意できる科目ではなく，今，現場で何が足りなくて，何が必要か，が大切

● 実際に，勤務時に必要な科目。何という科目か具体的には記述でないが，「概論」，「特論」という言葉で
学問の体系づけよりも，もっと実践的に近いことを，現在まさに進行形のものを学ぶことができたらも
っと意味深い

● OTC，健康食品などについては，薬剤師は大まかな知識しかない。この程度で販売していいのかと疑問
を持つ。隠れて拾えない副作用も多いのでは

質問3に対する回答から，単に現在の大学院特論講義ではなく，現場と密着した「薬物治療学」，「臨床薬理学」，
「病態生理学」に多くの時間数を費やした方が良いと思われます。ただ，単位時間の認定，教員確保などに問題
があるかもしれません。

アンケートにご回答いただいた同窓生諸氏は，真剣に学習したい，それも学問的な講義より明日からの現場
で役立つ実践学を熱望していることが良く解りました。拙速に「実務家コース」を設置するのではなく，会場
確保を含め，もう少し議論の時間が必要のようです。平成18年度は，大学院運営部主催でスポット的に例えば，
「抗癌薬の薬物管理と治療」などと銘打って集中講義を実施し，「実務家コース」進学後は単位認定することの
検討に入ります。一歩後退の形ですが，確実に前進するつもりでおりますので，皆様のご協力をよろしくお願
いいたします。

質問4に対するご意見のいくつかを示します。
● 北海道だけでなく東北地区の卒業生にも同じ機会を！
● 土・日・祝日（主人に子供を見て貰えるので）
● 平日18：30は殆どの方が無理。せいぜい19：30から20：00開始
● 桂岡は仕事帰りに行くのは余りに非現実的→札幌市内でサテライト教室を希望
● 大学以外の場所，旭川や帯広，本州などでも実施して欲しい
● みっちりやって1年以内に取得できるなら北海道に住んで通学することも考える
● 何年かかっても（中断しても）取得単位は無効にならないように！！
● 託児所・保育施設があるとありがたい
● 北海道に居住していれば是非学んでみたいと思うが遠いので諦めざるを得ません。通信とスクーリング
などの方法があればよいのですが……
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生きる勇気，そして未来
～人として当たり前に生きること（1）～

薬害エイズを考える会　井上昌和・浅川身奈栄

1．自己紹介
私は1963年に血友病患者として生まれました。血

友病は先天的に血液中の凝固因子が不足しているた
め，出血が止まりにくい病気です。多くは関節内出
血を繰り返し，膝・足首・股関節・肩・肘などが変
形するという後遺症をもたらします。子どもの頃は
これといった治療法はなく，重症な出血の時は輸血
し，あとは安静にして湿布や痛み止めを使用するこ
とで対応していました。小学3年生から高校1年まで
の約7年間は車椅子での生活を余儀なくされ，小学校
は半分くらいしか登校できませんでした。1960年代
後半から国内血を原料としたクリオという血液製剤
が作られましたが，私が治療に使う機会はありませ
んでした。中学生になってから道内で一，二といわ
れる血友病専門医にかかるようになり，非加熱濃縮
血液製剤を治療に用いるようになりました。高校受
験では車椅子ということで志望校からは受験を断ら
れるなど辛いこともありましたが，受入可能な別の
高校へ進みました。非加熱製剤を投与する中，次第
に体力もつき，自力歩行が可能になりました。非加
熱製剤で「普通の生活」ができるようになったこと
は本当に嬉しいことでした。
高校生の時，ある本の「熱い胸と冷たい頭」とい

う言葉に出会ったことがきっかけで社会福祉の道に
進むことを決意しました。貧困な社会福祉政策で，
社会的弱者が置かれている状況に共感する心を持つ
と同時にどうしてそのような状況が生まれるのかを
冷静に判断する頭が大切だというものでした。
大学では障害児施設などでボランティアや実習を

重ね，さらに『障害児教育とは何か』（清水寛：著）の
「熱い心と冷たい頭と逞（たくま）しい腕（かいな）」と
いう言葉に感銘を受けました。社会福祉・障害者問
題を担うものにとって，共感する心と冷静な頭に加

えて，不十分な社会福祉政策を変革する腕を持つこ
とが必要だという考えです。
無事大学を卒業し，障害者共同作業所に就職しま

した。血友病のことさえも忘れるような忙しい日々
を送っていました。

2．感染の告知
1年に1回必要な特定疾患の手続きのために，血友

病専門医を受診した際，「アメリカで血友病患者の中
に奇病が流行っているらしい。あなたも検査を受け
てください」と言われました。1週間後結果を聞きに
行くと「陽性です」と告知されました。中学1年の時
から10年以上の付き合いになる主治医はHIV感染の
原因や今後の治療については何も触れることなく，
「ディープキスはするんじゃない」「結婚はするんじ
ゃない」と生活上の注意を二，三告げるだけでした。
主治医から感染の告知を受けた時，「この医者は何

なんだ」と思うと同時に「どうせ死ぬ時は死ぬ」と
思いました。それ以降も，HIV感染のことを考えない
ように仕事に没頭する生活が続きました。どの時点
で感染したのかはわかりませんが，潜伏期間が長い
ためこれといった体調の変化はなく，「もしかしたら
自分だけは例外で大丈夫なのかも？」と思ったこと
もありました。
しかしその後，医療現場で受けた差別的な扱いは

さらに私を医療不信にさせました。風邪で通院した
時に聴診器も当てない医師，よそよそしい態度の看
護師。さらに股関節出血で動けなくなった時も「あ
なたの身体はあなたが一番よくわかるでしょう」と
入院させてくれませんでした。

3．薬害エイズ事件
子どもの頃，大きな苦痛と不自由さを強いられた

昨年11月8日に「薬害エイズを考える会」の井上昌和様，浅川身奈栄様ご夫妻による特別講演会が開催さ
れました。講演でご夫妻は，自らの体験を通して「薬害エイズ」問題ついて語られ，私たちは大きな感銘を受
けました。この機会に「桂」への寄稿をお願いしたところ，快くお引き受けくださいました。いただいた記事
は，6年制の薬剤師養成教育をスタートするこの時期に，重要な示唆に富むものであり，3号にわたって連載
することとしました。
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血友病から解放してくれたこの非加熱濃縮血液製剤
はアメリカから輸入した売血が原料とされていまし
た。それは数千から数万人の血液をプールして作ら
れており，一人からでもエイズウイルスが混入した
らそのロットがすべて汚染されてしまうため，それ
以前に国内で作られていたクリオ製剤に比べ，ウイ
ルス感染の危険性が高いものでした。
米国ではベトナム戦争終結後，戦地で傷ついた兵

士に使われていた血液製剤が多量に余り，それが日
本に輸入されたといいます。当時国内では安部英（あ
べたけし）医師を頂点とする血友病専門医が，患者に
「家庭療法」をすすめ，「予防投与」「自己注射」など
で，非加熱製剤の利用量が増えました。血友病患者
5,000名のうち約1,500名（当初は4割の約2,000名
と推定）がHIV（エイズウイルス）に汚染された「輸入
非加熱濃縮血液製剤」によってHIVに感染しました。
現在（2005年8月）までに全国で580名，北海道内で
は30数名の命が奪われました。ウイルス感染だとわ
かると各国は安全な「加熱製剤」に切り替えました
が，日本はアメリカより2年以上遅れた1985年7月
に加熱製剤を承認。また非加熱製剤の回収もさらに2
年以上遅れたために被害が拡大しました。
厚生省（当時）は血液行政の責任が追及されること

を恐れ，この未曾有の薬害を隠そうとしました。厚
生省は日本国内のエイズ患者として，アメリカから
帰国中の同性愛者を「第 1号」に認定したのです
（1985年3月）。それ以前に帝京大の血友病患者2名
がエイズで死亡していましたが，エイズ認定は85年
5月でした。エイズは「同性愛者」「麻薬常習犯」「売
買春」などのハイリスクな行いをした一部の特別な
人の病気として，差別・偏見を作り出し血友病患者
を見えない壁で隔離しました。さらに86年11月か
ら翌87年2月までにマスコミによってエイズパニッ
ク（松本・神戸・高知）がセンセーショナルに作られ，
差別・偏見を大きく広げました。

4．薬害エイズ裁判
民事裁判では，1989年原告番号による匿名裁判

提訴，96年実質原告「勝訴」の歴史的な「和解」を
勝ち取りました。国と製薬会社の責任が問われ，被
害者救済がすすめられました。全国では1,378名が，
北海道内では70数名が原告に加わりました。
刑事裁判は96年提訴され，「真相究明」と「薬害

根絶」のために，責任のある個人（製薬会社社長・
厚生省官僚・専門医）の責任が問われました。非加
熱製剤の投与が証明できるケースとして死亡した2
人の患者について，それぞれの責任が追及されまし
た。その結果，製薬会社歴代3社長には「有罪」（確
定），松村明仁厚生省官僚には「一部有罪」（被告上
告中）が下されました。安部英医師については，一
審が机上の医学論争により不当な「無罪」判決でし
た。多くの患者・被害者が「有罪」を確信していた
ので本当に驚くばかりの結果でした。その後，刑事
裁判ではなかなか難しいといわれていた「迅速・公
正な判決を求める要請書」（北海道21,649筆，全国
57,082筆）を東京高等裁判所に提出する取り組みを
続け，私たちも控訴審傍聴には欠かさず足を運びま
した。審議内容では，非加熱製剤の危険性を目のあ
たりにし，使用を中止した医師の証言や，初めての
患者の証言などが採用され，安部被告「有罪」の方
向に傾いていました。しかし，安部被告の「心神喪
失」が理由で公判が停止になり，その後2005年4
月被告死亡により一審の「無罪」が確定してしまい
ました。このような結果は非常に残念でしたが，控
訴審の審議内容から安部被告の責任は明らかであ
り，真相究明は一定図られたと確信しています。

《次号「桂」96号では「薬害エイズ裁判」，「求め
られる薬剤師」についてご執筆いただきます。》
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本年3月をもっ
て生命科学分野の
藤本幸男教授，與
那覇政憲教授，生
物学分野の東市郎
教授が定年退職さ
れます。

藤本教授は，昭
和 49年 4月，本
学の開学ととも
に，生化学研究室
の助教授として着任され，その後昭和57年に臨床生
化学・環境衛生学の合同研究室の教授へ就任した後，
昭和58年に臨床生化学研究室の教授となりました。
平成9年4月には，小木曽健人教授の後を受け，生化
学研究室へ戻り，教授に就かれました。
研究では，本学へ赴任する前の東京理科大学で携

わった「カリクレイン－キニン系」の研究をはじめ，
プロテアーゼに関する研究を数多く手がけられまし
た。
教育においては，「臨床生化学」，「生化学」，「機能

形態学」，「病態生理学」等数多くの講義を担当され
ました。
校務においては，常に重責にあり，学生部長，教

務部長，入試部長，就職部長，図書館長，中央機器
センター長など主な委員会，施設の長を歴任されま
した。また平成12年度から15年度まで生物薬学科
長を務められました。

與那覇教授は，
昭和 51年に環境
衛生学研究室に講
師として赴任し，
その後昭和 54年
に助教授，さらに
平成2年に教授に
昇任されました。
研究では「酸化

ストレスと細胞障
害」をテーマとし
て多数の論文を発

表されました。
教育では，「環境衛生学」，「衛生試験法概論」，「公

衆衛生学」など，多くの衛生系の講義を担当されま
した。
校務においては，排水・廃棄物管理委員会，卒後

教育委員会，中央機器センターの委員長および施設
長を歴任されました。

東教授は，平成
16年 4月に函館
工業高等専門学校
長から本学の生物
学分野の特任教授
として赴任されま
した。本年度をも
って退職となりま
すが，継続して客
員教授として新課
程のカリキュラム
の「自然科学概説」
を担当するとともに，日本高等教育評価機構の評価
員となっていただくことになりました。

経済学分野の櫻井秀彦助教授に対して薬学研究奨励
財団より25周年特別研究助成金が贈呈されました。
平成17年11月18日（金）に日本薬学会長井記念館で
行われた財団設立25周年記念式典の中で贈呈式が行
われました。
この助成は，従来は薬学に関連した基礎・応用研究

のみが対象でしたが，設立25周年を記念して，医療
に直結した分野全体に対象を広げた「特別研究助成」
が計画され，6つの部門で募集されました。109件の
応募の中から10件が採択されました。櫻井助教授は
「多変量解析による保険薬局が提供する医療サービス
に関する定量的研究」の研究課題で応募し，社会薬学
の部門で唯一採択されました。この研究は薬局や患者
の定量的データを大量に収集し，薬局の医療サービス
の質の向上には何が重要かを，統計的な裏付けを持っ
て示そうというものです。

藤本幸男教授，與那覇政憲教授，
東市郎教授が定年退職

櫻井助教授が薬学研究奨励財団特別
研究助成金を受給
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平成17年9月20日から8日間，姉妹都市提携25
周年を記念して小樽市から40名の親善使節団がダニ
ーデン市（ニュージーランド）を訪問しました。今回
は，市原和夫国際交流委員長とともにこの使節団に同
行し，オタゴ大学薬学部を視察してきました。
ダニーデンは，ケルト語の「エデンの丘」に由来し，
ニュージーランド南島の南東岸オタゴ湾の最深部に位
置する人口は約11万人の都市です。1848年にスコ
ットランドの人々が移住し，街が形成されたことから，
今でも「南海のエジンバラ」と称される美しい街です。
また小樽と人口，街並み，歴史など大変似ているとこ
ろがあり，1980年に小樽市と姉妹都市提携の調印を
行いました。2005年は姉妹都市提携25周年の年で
あり，記念行事として小樽を紹介する様々なイベント
が行われました。また，ダニーデンには，ニュージー
ランド最古の大学オタゴ大学があり，伝統ある学園都
市としても有名です。現在，約17,000人の学生がお
り，スコットランド調のキャンパス（表紙写真）はニ
ュージーランドの学生の間でもあこがれの的となって
います。オタゴ大学薬学部は1963年に設立され，1

オタゴ大学薬学部を訪ねて
国際交流委員　黒澤菜穂子

学年115名の学生が在籍しています。今回，姉妹都
市親善ツアーの好機を利用して訪問し，大学の教員や
学生と，教育や研究について活発な意見交換をしてき
ました。
今後，この訪問をきっかけとして，オタゴ大学薬学

部との国際交流がますます発展することを期待してい
ます。

オタゴ大学薬学部長のタッカー教授と市原国際交流委員長

本学3年生松崎久美子さんが第4回MIL薬学
生懸賞小論文コンクールで優秀賞を受賞しまし

た。全国からの応募が50件を超え，年を追うご
とに全体の質が上がってきた中での受賞でした。
受賞作「薬剤師に求められる力」は『ミル』

2006年冬号（Vol.21）に掲載されました。

3年松崎久美子さんが
MIL薬学生懸賞小論文コンクール

で優秀賞受賞

本学奨学生（学部1年生）が決定
北海道薬科大学奨学金規程に基づく平成17年度学

部1年生の奨学生が決定し，奨学生証書授与式が平成
17年11月9日（水）に行われました。1年前期に優秀
な成績を修めた10名の学生に大和田学長から奨学生
証書と奨学金6万円が給付されました。

学部奨学生1年：
鈴木賀子，大谷菜月，佐藤慶三，小川隼人，
菊地　諒，田中喜倫，福原みさお，�尾美里，
宍戸桃子，原田瑞記
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北薬特別講演会が開催
第66回，第67回北薬特別講演会が11月14日（月）
および12月9日（金）に開催されました。講演者と演
題は以下のとおりです。

●第66回北薬特別講演会
講演者：医薬化学分野　今井幹典助手
演　題：ロジウム錯体による分子内および分子間ヒド

ロアシル化反応に関する研究
平成16年度本学教育研究奨励費取得者（遠藤菊太郎，
金内美妃，黒澤菜穂子，早瀬幸俊）による成果発表
●第67回北薬特別講演会
平成16年度本学教育研究奨励費取得者（石突　諭，
高橋　淳，田中三栄子，早川　達，村岡早苗）による
成果発表

学位論文・修士課題研究発表会が開
催
1月27日（金），28日（土）の両日にわたって大学院

修士課程の学位論文・修士課題研究発表会が開催され
ました。発表者は生物薬学専攻14名，臨床薬学専攻
18名で，各演題の発表後には活発な討論が行われま
した。

学部病院実習，薬局実習が終了
今年で10年目を迎えた病院実習が9月5日（月）～

10月4日（火）にかけて行われました。177名の4年
生が113の病院で実習を行いました。学生の実習態
度に対する評価はおおむね好評でした。11月18日
（金）に北海道薬学病院実習報告会がホテルニューオー
タニ札幌で開催されましたが，実習内容をどのように
均一にしていくかについての問題点が指摘されまし
た。
病院実習終了後，北海道薬剤師会の協力を得て，

10月7日（金）～21日（金）にかけて，149の薬局で
薬局実習を実施しました。この実習も病院実習と同様
に，学生への高い評価をいただきました。12月2日
（金）に薬局実務実習報告会がホテルポールスター札幌
で開催され，今年度の実務実習が無事終了しました。

第76，77回　北海道薬科大学薬剤
師教育研修会が終了
第76，77回北海道薬科大学薬剤師教育研修会が，

それぞれ10月14日（金）札幌教育文化会館，11月5
日（土）室蘭プリンスホテルで開催されました。それ
ぞれの研修会の講演内容は以下のとおりです。
●第76回
講　師：鮎澤純子先生（九州大学大学院医学研究院医

療経営・管理学講座　助教授）
演題名：医療事故に向けて―ターゲットは薬剤事故，

キープレーヤーは薬剤師―
●第77回
講　師：植松孝悦教授
演題名：化学物質には善玉・悪玉はあるのか？

大学院実務研修が終了
大学院の臨床薬学実務研修がまもなく終了します。

本年度は平成17年10月17日（月）～平成18年3月
15日（水）にかけて札樽地区，旭川地区および室蘭地
区で18名が実施しました。昨年度までは病院での5
か月の研修のみでしたが，今年度から病院での3か月
の研修終了後に，薬局での2か月の研修も選択できる
ようになりました。初の試みでしたが，このプログラ
ムで5名の学生が研修を行いました。
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平成17年度就職相談会が11月12日（土）に本学で
開催されました。昨年までは，「開局・病院薬局説明
会」として実施していましたが，今年度から「就職相
談会」として開局薬局（132），病院薬局（57）に加え
て，製薬企業・医薬品卸業・治験関係企業（26）にも
参加していただき（計215），午前10時から午後3時
まで3つの会場で個別面談が行われました。参加した
学生数は約300名で，熱心に面談する光景が随所で
見られました。今回は，特に3年生の参加が目立ち，
就職に対する意識の高まりが感じられました。参加し
た企業・学生からの意見・要望を調査した結果，今後
の就職相談会について，いくつか改善すべき問題点が
明らかになりました。特に開催時期については，4年
生を対象にするのであれば，11月以前に設定するの

が望ましいと考えられ，今後，就職部では開催回数な
ども含めて検討する予定です。現在は，学生から見る
と売り手市場ですが，薬学生を取り巻く状況は急激に
変化しつつあり，これまで以上に学生自身が自分の将
来を考えて，積極的に就職活動をすることが望まれま
す。

また，同日午後6時半から札幌全日空ホテルで第
14回同窓生・在学生合同懇話会が開催されました。
この懇話会は，将来の職業選択のための情報提供を目
的に，北海道薬科大学同窓会（北薬会）の主催で開催
され，同窓生，在学生合わせて約160名が参加しま
した。竹内同窓会長の挨拶に続き，各分野で活躍する
卒業生が紹介され，その後将来へ向けてのアドバイス，
情報提供など活発な懇談が行われました。

平成17年度就職相談会
および第14回同窓生・在学生合同懇話会が開催
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父母懇談会が開催
平成17年度父母懇談会が10月8日～22日にかけ

て開催されました。開催地は道内5都市，東北3都市，
東京，大阪の計10会場でした（右表参照）。参加され
た父母は合計314名で，過去最高となりました（参加
率36.4％）。父母と教員の懇談内容は，主に前期の
定期試験結果の評価，進級や卒業に関する質問，学
生生活や友人関係についての心配ごとなどでしたが，
薬学教育の6年制への移行を踏まえての就職，大学院
進学，薬剤師免許制度，授業料などについての質問
も多数ありました。また会場では，授業や実習風景，
大学におけるイベントなどを紹介するVTRが放映さ
れていました。来年度も多くの父母の皆様が参加で
きるように計画する予定です。

開 催 日  

10月8日（土） 

 

 

10月9日（日） 

10月15日（土） 

 

 

10月16日（日） 

 

10月22日（土） 

開催地 
参 加
人 数  会 場

釧 路  

北 見  

函 館  

旭 川  

青 森  

仙 台  

大 阪  

秋 田  

東 京  

本 学  

釧 路 東 急 イ ン  

ビ ッ ツ ア ー ク ホ テ ル  

フィットネスホテル330函館 

旭 川 ターミナ ルホテ ル  

青 森 グ ラ ンド ホ テ ル  

ホ テ ル 法 華クラブ 仙 台  

ホ テ ル サン ル ート 梅 田  

秋 田 キャッス ル ホ テ ル  

ニューオータニイン東京  

北 海 道 薬 科 大 学  

15 

16 

13 

31 

19 

19 

19 

23 

36 

123

推薦入試 

志 願 者 数  試 験 区 分  

一 般 入 試  

大 学入試センター試験利用入試  

社 会 人 入 試  

地 域 指 定 特 別 選 抜  

指 定 校 特 別 選 抜  

系 列 校 特 別 選 抜  

同窓生子女特別選抜 

55 

50 

3 

23 

367 

278 

13

受 験 者 数  

52 

50 

3 

23 

352 

278 

12

合 格 者 数  

50 

50 

3 

21 

199 

152 

10

競 争 率

1.0 

－ 

－ 

1.1 

1.8 

1.8 

1.2

平成18年度　入試状況

構内全面禁煙へ
本学はこれまで大学全体で取り組んできた禁煙運動の総仕上げとして，
平成18年4月1日より構内は全面禁煙となります。
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